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大
ク
ヱ
ン
と
ノ、

ル
ト
リ
ー

東
京
大
学
医
学
図
書
館
の
医
学
史
料
室
に
は
「
大
ク
ヱ
ン
解
剖

書
」
と
呼
ば
れ
る
書
物
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
古
く
明
治
一
一
年

〈
一
八
七
八
〉
一
二
月
の
「
東
京
大
学
医
学
部
文
庫
書
目
」
(
『
東
京
大

学
医
学
部
百
年
史
』
所
収
)
に
「
大
ク
ヱ
ン
解
制
書
」
二
冊
一
部
と

記
さ
れ
て
お
り
、
正
確
に
は
、

ρ
ロ包
P
』O
ロ
2
8仏
巧
己
目

o
p

開

E
由
自
己
白

(oa・
)
〉
由
。
ュ

g

o同

ω
ロ
旦
O
B
W乱
立
ω
H
O
P
E

-注目回

O拘
3
1
q
-
d
E
5
2な『
g
o
o
m
釦
口
弘
匂
宮
司
包

OHO何
回

g
-

n
o
g
s
g
F
E
E
H自
民
ロ
m
s
o
m可
ロ
♀
ロ
円
。
。
同

H
F
o
a
R
O吋・

0田
仲
匂
印
叫
仲
田

O町
民

H
O
E
-
B
mロ
σoaM『

・

F
Oロ
a
o口
一
、
吋

ω
1
0円

。
ロ
円
四
巧
色
丹
o
p

と
い
う
長
い
書
名
を
持
つ
解
剖
書
の
こ

H

∞hm
M
 

由民

東
京
大
学
附
属
図
書
館

石℃

J"~ 
一一ず

樹き

と
を
い
う
。
編
者
の
一
人
、
ジ
ョ

l
ン
ズ
・
ク
エ

1
ン
(
一
七
九
六

ー
一
八
六
五
)
は
英
国
の
解
剖
堂
者
。
や
は
り
解
剖
学
者
で
あ
っ
た

弟
リ
チ
ャ

I
ド
と
区
別
す
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
大
型
の
図
書

(
高
さ
五
二
セ
ン
チ
)
と
い
う
こ
と
で
「
大
ク
ヱ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
こ
の
「
大
ク
ヱ
ン
」
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
の
は
、
医

学
図
書
館
在
職
時
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
団
連
文
子
さ
ん
か
ら

で
あ
っ
た
。
団
連
さ
ん
は
、
「
『
大
ク
ヱ
ン
』
の
遍
歴
」
と
い
う
文

章
の
中
で
、
明
治
初
年
に
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
に
よ
っ
て
購

入
さ
れ
た
「
大
ク
ヱ
ン
」
が
、
大
学
組
織
の
変
遷
を
見
、
関
東
大

-1ー



震
災
や
太
平
洋
戦
争
と
い
っ
た
災
禍
を
免
れ
て
今
日
の
医
学
史
料

室
に
落
ち
着
く
ま
で
を
、
日
本
近
代
医
学
史
や
東
京
大
学
史
を
踏

ま
え
な
が
ら
丁
寧
に
後
付
け
ら
れ
て
い
る
。
(
東
京
大
学
附
属
図
書

館
月
報
『
図
書
館
の
窓
』
三
O
1
四
)
実
際
、
標
題
紙
な
ど
に
捺
さ
れ

た
「
大
学
東
校
典
籍
局
之
印
」
「
東
京
大
学
図
書
之
印
」
「
帝
国
大

学
図
書
之
印
」
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」
等
の
蔵
書
印
が
、
一
二

五
年
に
も
わ
た
る
「
『
大
ク
ヱ
ン
』
の
遍
歴
」
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
「
大
ク
ヱ
ン
」
の
標
題
紙
に
は
蔵
書
印
の
他

に
も
う
ひ
と
つ
、
「
横
浜
弁
天
通
九
十
三
番
ハ
ル
ト
リ
l
」
と

い
う
焼
印
が
捺
し
て
あ
る
。
本
書
の
存
在
を
知
っ
て
以
来
、
横
浜

が
筆
者
の
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
焼
印
の
こ
と
は
気
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
若
干
わ
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
手
掛
り
に
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
か
ら
は
る
ば
る
海
を
渡
り
日
本
へ

や
っ
て
き
た
「
大
ク
ヱ
ン
」
が
東
京
大
学
の
前
身
に
入
る
ま
で
の

こ
と
や
文
明
開
化
期
に
お
け
る
書
籍
の
流
通
事
情
の
一
端
に
ふ
れ

て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
「
横
浜
弁
天
通
」
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
横
浜
港
や
今
話

題
の
ラ
ン
ド
マ
l
ク
タ
ワ
1
・
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
か
ら
程
遠
く

な
い
所
に
、
横
浜
市
中
区
の
町
名
と
し
て
そ
の
名
を
残
し
て
い

府民、』

る
。
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
の
横
浜
開
港
に
際
し
て
設
置
さ
れ
た

通
名
で
、
当
時
あ
っ
た
弁
天
社
へ
通
ず
る
道
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

ら
し
い
。
開
港
以
来
、
舶
来
品
を
売
る
庖
や
大
貿
易
商
な
ど
が
軒

を
連
ね
、
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。
「
九
十
三
番
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
ど
の
場
所
に
あ
た
る
の
か
、
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る。
次
に
「
ハ
ル
ト
リ
l
」
だ
が
、
こ
れ
は
調
べ
て
い
く
と
な
か
な

か
面
白
い
存
在
で
あ
る
。
明
治
期
の
様
々
な
事
象
の
始
ま
り
に
つ

い
て
記
し
た
も
の
に
、
石
井
研
堂
の
『
明
治
事
物
起
源
』
(
『
明
治
文

化
会
集
』
別
巻
)
と
い
う
書
が
あ
る
が
、
そ
の
「
洋
書
店
」
の
項
に
、

慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
発
行
『
万
国
新
聞
紙
』
の
発
行
書
障
と
し

て
「
横
浜
本
町
通
八
十
三
番
ハ
ル
ト
リ
l
」
の
名
が
み
え
る
。

『
万
国
新
聞
(
紙
)
』
は
英
国
領
事
館
牧
師
ベ

1
リ
l

宙
匙
3
・

切
ロ

n
W
4
5ユ
伊
豆
・
)
が
慶
応
三
年
正
月
か
ら
明
治
二
年
五
月
ま
で

横
浜
で
発
行
し
た
邦
字
新
聞
で
、
ハ
ル
ト
リ
ー
は
毎
号
の
よ
う
に

広
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
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此
度
、
英
吉
利
、
亜
墨
利
加
ヨ
リ
新
-
一
船
来
仕
候
。
ス
ベ
ル
リ

ン
グ
、
文
法
書
、
歴
史
地
理
書
、
地
球
儀
、
地
図
面
具
、

5
ム
街
、

絵
の
具
、
医
書
、
新
兵
書
脳
獲
得
、
和
蘭
、
仏
蘭
西
の
対
字

r網棚、

、、J



伊h

書
、
リ
l
ヂ
ン
グ
ブ
ッ
ク
、
文
法
書
、
其
外
西
洋
筆
墨
紙
地
本
、

「
ス
レ
ー
ト
石
」
誇
品
目
尚
一
助
唱
、
写
真
道
具
等
、
私
底
に
て
下
直

ニ
致
し
差
上
候
問
、
何
卒
御
好
の
御
方
様
は
多
少
に
不
拘
御
求

被
下
度
奉
願
候
、
以
上
。

横
浜
本
町
通
五
十
一
番

大
坂
か
い
や
町

、
レ
ト
j

l

''・'''l』町・
a
t

右
に
掲
げ
た
の
は
、
第
一
四
号
(
慶
応
四
H

明
治
元
年
[
一
八
六

八
]
十
月
〉
以
降
に
載
せ
ら
れ
た
広
告
だ
が
、
こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
ハ
ル
ト
リ
l
(出
血
邑
叩
可
)
は
明
治
維
新
前
後
の
横
浜
で
洋

書
を
主
と
す
る
西
洋
の
舶
来
品
を
輸
入
販
売
す
る
商
人
(
商
会
)

の
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
年
の
閏
四
月
、
新
政
府
側
に
よ
っ
て
横
浜
に
戊
辰
戦
争
の

傷
病
兵
を
収
容
す
る
た
め
の
病
院
が
設
け
ら
れ
た
。
七
月
、
横
浜

の
病
院
は
東
京
・
下
谷
に
移
さ
れ
、
翌
明
治
二
年
〈
一
八
六
九
)
二

月
に
医
学
校
兼
病
院
、
一
二
月
に
は
大
学
東
校
と
改
称
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
医
療
を
指
導
し
て
い
た
の
は
、
英
国
公
使

館
副
領
事
ウ
ィ
リ
ス
〈
当
g
F
d『
ロ
ロ
曲
目
)
や
同
付
医
員
シ
ド
ル

窃
広

E-r
戸
田
・
)
ら
で
あ
っ
た
。
田
遁
さ
ん
も
述
ぺ
て
お
ら
れ
る

伊h、

よ
う
に
、
明
治
二
年
中
に
は
新
政
府
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
医
学
導
入

の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
大
ク
ヱ
ン
」
が
横
浜
の
ハ
ル
ト

リ
ー
か
ら
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
の

は
、
明
治
元
年
か
二
年
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
傷
病
兵
の
治
療

と
い
え
ば
お
お
よ
そ
外
科
的
治
療
と
な
り
、
人
体
解
剖
学
的
知
識

の
必
要
性
か
ら
英
国
の
解
剖
書
が
購
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る。

ハ
ル
ト
リ
ー
か
ら
購
入
さ
れ
た
の
は
「
大
ク
ヱ
ン
」
だ

け
で
は
な
い
。
筆
者
は
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
総
合
図
書
館
で
も

標
題
紙
に
同
様
の
焼
印
を
捺
し
た
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
の
英
語
辞
書

(当
S
2
2・

Z
S
F
〉
日
四
円
山
口
同
ロ
品
目
ロ
民
O
ロ
白
『
可

O
同

H
Z
開
口
包

zz

rHロ
関
口
白
銅
冊
一
冊
H
F
F
σ
由
民
口
問
己
同
四

O
吋
同
何
日
ロ
・
。
『
一
日
M
O伺
『
曲
目
M
F
M『
・
匂
吋
O
ロ
ロ
ロ

nr

由
民

o
p
曲
目

a
a
S口
町
民
O
ロ

白

色

唱

o
a
m
-
M
M
E目
白
色
。

-uvghvezロ
n
o
F

H
∞
吋
0

・
)
を
見
出
し
て
い
る
し
、
今
後
も
探
せ
ば
さ
ら
に
発
見
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ウ
ェ
プ
ス
タ
l
の
辞
書
は
福
沢

諭
吉
が
万
延
元
年
(
一
八
六
O
)、
威
臨
丸
で
渡
米
の
際
持
ち
帰
っ

た
と
し
て
著
名
な
も
の
で
、
前
掲
「
東
京
大
学
医
学
部
文
庫
書
目
」

に
も
「
ウ
ヱ
プ
ス
ト
ル
大
辞
書
」
一
三
部
と
記
さ
れ
て
い
る
。

再
び
話
を
ハ
ル
ト
リ
l
の
方
へ
戻
そ
う
。
前
に
紹
介
し
た
広
告

を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ハ
ル
ト
リ
ー
で
は
書
籍
以
外
に
も

な
お
、

-3ー



様
々
な
も
の
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
他
に
も
医
薬
品
や
機
具
、
は

て
は
ラ
ム
ネ
製
造
機
・
清
涼
剤
・
キ
ャ
ッ
プ
等
々
の
広
告
を
『
万

国
新
聞
紙
』
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
な
ど
に
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
大

坂
・
か
い
や
町
(
梅
屋
町
、
現
大
坂
市
西
区
内
)
で
は
医
師
を
す
る
傍

ら
舶
来
品
を
商
い
、
ゴ
ム
風
船
で
大
儲
け
を
し
、
近
所
の
子
供
か

ら
は
「
ハ
ル
サ
ン
、
ハ
ル
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
人
気
が
あ
っ
た
と

い
う
話
も
残
さ
れ
て
い
る
。
(
『
内
外
新
報
』
第
一
七
号
慶
応
四
年
間

四
月
二

O
日
)

そ
れ
で
は
書
籍
の
販
売
の
方
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
ま
ず
は
丸

善
と
の
関
係
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
明
治
事
物
起
源
』
「
直
輸
入
の
洋

書
庖
」
の
項
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
丸
善
は
日
本

で
の
書
籍
直
輸
入
居
の
晴
矢
と
し
て
著
名
だ
が
、
創
業
者
で
医
師

は

や

し

ゅ

う

て

き

の
早
矢
仕
有
的
が
福
沢
諭
吉
の
教
え
を
受
け
て
横
浜
に
「
丸
屋
」

を
聞
い
た
の
は
明
治
元
年
の
こ
と
。
ま
だ
外
国
商
品
は
す
べ
て
横

浜
の
外
国
商
屈
を
経
て
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
丸
屋
は
ハ
ル

ト
リ
ー
か
ら
は
書
籍
と
薬
品
を
仕
入
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
の
こ
と

と
し
て
、
「
当
時
は
外
人
商
館
と
の
取
引
に
は
、
い
ろ
い
ろ
困
難
が

あ
っ
た
ら
し
く
、
ハ
ル
ト
リ
l
商
館
へ
荷
物
を
引
き
取
り
に
行
っ

た
際
に
、
ハ
ル
ト
リ
ー
に
不
法
の
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
に
、
丸
屋

の
庖
員
で
あ
っ
た
松
本
善
介
が
、
手
き
び
し
く
反
撃
し
、
以
来
ハ

刈閥、

ル
ト
リ
ー
は
あ
ま
り
無
法
の
こ
と
を
言
わ
な
く
な
っ
た
」
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
(
『
丸
善
百
年
史
』
上
巻
)
医
学

校
取
調
御
用
掛
で
あ
っ
た
相
良
知
安
が
ド
イ
ツ
医
学
採
用
に
関
す

る
意
見
(
『
医
制
五
拾
年
史
』
内
務
省
衛
生
局
所
収
)
の
中
で
「
英
は

国
人
を
侮
り
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
(
一
部
の
)
英
国
人

が
日
本
人
を
蔑
視
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
そ
の
よ
う
な
感
情
か
ら
出
た
事
件
と
い
え
よ
う
か
。

購
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
で
は
な
い
が
、
こ
の
ハ
ル
ト
リ
l
、

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
第
八
八
六
号
(
明
治
六
年
[
一
八
七
三
]
一
一
月
一

二
日
)
か
ら
次
の
よ
う
な
広
告
を
出
し
始
め
た
。
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一
各
国
書
籍
類
品
々
二
万
冊

右
者
、
弊
庖
是
迄
各
国
書
籍
売
買
致
来
候
処
、
勝
手
に
付
今
般

業
体
替
仕
候
に
付
、
是
迄
所
持
の
籍
書
類
極
廉
価
に
売
払
候

問
、
御
求
被
成
度
御
方
は
当
館
へ
御
来
車
被
下
候
。

[
海
岸
仲
通
]
二
拾
四
番
ハ
ル
ト
リ
ー

こ
れ
は
H

庖
じ
ま
い
大
処
分
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
H

の
広
告
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
書
籍
販
売
の
難
し
さ
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
か
っ
た
ら
し
い
。
他
に
も
、
こ
の
頃
、
和
古
書
を
取
り
扱
っ
て

.... 、
、匂-ー



戸町民

繁
盛
し
て
い
た
東
京
・
芝
太
神
宮
前
の
岡
田
屋
嘉
吉
と
い
う
者

が
、
福
沢
諭
吉
の
す
す
め
で
洋
書
取
扱
庖
に
衣
替
え
し
た
と
こ

ろ
、
十
年
も
た
た
ず
に
居
を
た
た
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う

よ
う
な
話
も
残
っ
て
い
る
。
(
『
明
治
事
物
起
源
』
新
旧
書
庖
の
交
代

期
)
ハ
ル
ト
リ
ー
も
洋
書
の
輸
入
な
ど
で
は
儲
け
が
小
さ
い
と
考

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
四
年
後
の
明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)
一
一
一
月
、
英
国

商
人
の
ハ
ル
ト
リ
l
(
ハ
ル
ト
レ
1
)
と
い
う
者
が
阿
片
の
密
輸
入

に
よ
り
領
事
裁
判
に
付
さ
れ
て
い
る
。
時
は
安
政
の
不
平
等
条
約

に
よ
り
外
国
人
は
治
外
法
権
の
時
代
、
横
浜
の
英
国
領
事
裁
判
所

は
翌
年
二
月
に
無
罪
を
判
決
し
た
が
、
日
本
の
世
論
か
ら
非
難
が

沸
騰
し
た
た
め
、
四
月
に
逆
転
有
罪
と
な
っ
た
。
(
『
横
浜
毎
日
新

聞
』
ほ
か
)
こ
の
ハ
ル
ト
リ
ー
が
商
売
替
え
し
た
あ
の
ハ
ル
ト
リ
ー

か
ど
う
か
は
い
ま
の
と
こ
ろ
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
あ
の
ハ

ル
ト
リ
ー
は
奇
妙
な
こ
と
に
転
々
と
住
所
を
替
え
て
い
た
し
(
本

町
通
↓
弁
天
通
↓
海
岸
仲
通
、
番
地
も
一
定
し
な
い
。
ち
な
み
に

有
罪
に
な
っ
た
ハ
ル
ト
リ
l
の
住
所
は
居
留
地
九
十
番
館
)
、
医

薬
品
(
当
時
阿
片
は
医
薬
品
と
し
て
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い

た
)
も
取
り
扱
っ
て
い
た
。
商
売
替
え
が
う
ま
く
い
か
ず
、
金
に

困
っ
て
違
法
行
為
に
手
を
染
め
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ

掃除、

ろ
う
。
な
に
や
ら
、
歴
史
は
繰
り
返
す
で
は
な
い
が
、
最
近
、
斯

界
で
世
間
を
騒
が
せ
た
事
件
を
街
梯
と
さ
せ
な
く
も
な
い
。
そ
の

後
、
ハ
ル
ト
リ
l
は
商
人
と
し
て
の
信
用
も
無
く
し
、
神
経
衰
弱

で
帰
国
し
た
と
い
う
。
書
籍
商
ハ
ル
ト
リ
l
の
最
後
と
し
た
ら
い

さ
さ
か
哀
れ
な
末
路
と
い
え
よ
う
。

文
明
開
化
期
に
お
け
る
書
籍
の
流
通
事
情
は
、
以
上
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、
書
庖
に
と
っ
て
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
容
易
で
な
い
と
い
う
点
で
は
、
不
況
の
長
引
く
平
成
の

今
も
、
学
術
書
の
よ
う
な
堅
い
本
を
出
版
し
て
い
く
の
は
な
か
な

か
大
変
な
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
図
書
館
に
勤

務
し
、
利
用
す
る
者
と
し
て
は
、
そ
れ
に
も
負
け
ず
に
良
質
な
学

術
研
究
書
が
提
供
さ
れ
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
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鞄
の
中
身

「
人
文
会
」
と
の
最
初
の
出
会
い
は
、
今
か
ら
遡
る
こ
と
九
年
前

に
な
り
ま
す
。
当
時
私
は
名
古
屋
支
底
、
書
籍
販
売
課
に
配
属
さ

れ
て
お
り
、
主
に
教
育
市
場
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
外
売
の
最

大
の
商
戦
は
教
科
書
販
売
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
教

育
市
場
で
の
市
場
競
争
は
蛾
烈
を
極
め
ま
す
。

し
か
し
教
科
書
の
時
期
が
終
了
す
る
と
い
っ
き
に
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
が
待
ち
受
け
、
一
仕
事
を
終
え
た
安
堵
感
も
手
伝
っ

て
、
新
年
度
が
始
ま
っ
た
も
の
の
一
向
に
志
気
が
高
ま
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
社
内
の
空
気
を
一
新
す
る
た
め
に
、
販
売
課
長
の
柔

軟
な
思
考
の
も
と
、
和
書
の
「
人
文
・
社
会
セ
ッ
ト
展
」
が
新
機

F島¥

丸
善
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ピ
ル
底
底
長

横

井

邦

光

軸
(
尻
を
た
た
く
格
好
の
材
料
)
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
翌

年
、
第
二
回
の
セ
ッ
ト
展
の
テ
l
マ
が
「
人
文
会
へ
の
創
造
的
挑

戦
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
が
私
と
「
人
文
会
」
と
の
最
初
の
出

会
い
で
す
。
こ
の
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
の
仕
事
は
会
員
版

元
の
大
型
商
品
を
中
心
に
、
テ
ー
マ
別
に
分
類
、
編
集
作
業
を
加

え
て
一
冊
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
る
こ
と
で
し
た
。
販
売
目
標
に
つ
い

て
は
、
担
当
者
ご
と
に
自
己
申
告
が
な
さ
れ
、
時
限
設
定
の
も
と

に
集
中
的
に
販
促
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
基
本

戦
略
は
、
ま
ず
図
書
館
の
書
庫
に
入
っ
て
全
点
の
欠
本
調
査
を
実

施
し
、
大
学
ご
と
に
未
購
入
基
本
図
書
資
料
を
作
る
こ
と
で
し

-6ー
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組副h

た
。
折
し
も
新
年
度
予
算
実
行
期
に
あ
た
り
、
欠
本
を
全
点
購
入

し
よ
う
と
す
る
大
学
も
あ
ら
わ
れ
、
美
味
し
い
商
売
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
訪
問
し
て
い
な
い
研
究
室
に
も
顔
を
出

す
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
販
路
が
広
が
る
な
ど
、
セ
ッ
ト
展
の
成
果

が
上
が
っ
た
こ
と
が
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
、

感
慨
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
「
会
」
よ
り
、
人
文
会
二
十
五
周
年
記
念
誌

H

人
文
書
の

す
す
め
M

の
利
用
状
況
を
か
ら
め
て
執
筆
す
る
よ
う
に
と
の
ご
要

望
な
の
で
、
庖
舗
U
書
庖
で
の
五
年
間
の
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら

本
題
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
庖
舗
と
い
う
経
験
の
な
い
部
門
に
配
属
さ
れ
、
い
き
な
り

庖
長
と
い
う
重
責
を
担
っ
て
か
ら
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の

間
毎
日
多
勢
の
お
客
様
が
お
み
え
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ

る
書
屈
の
中
か
ら
私
の
庖
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
お
買
上
げ
い
た

だ
く
こ
と
は
、
本
当
に
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
こ
の
感
謝
の
心
を

大
切
に
、
庖
舗
・
社
員
・
商
品
の
表
情
づ
く
り
に
心
配
り
を
し
て

き
た
つ
も
り
で
す
が
、
と
も
す
れ
ば
日
々
の
忙
し
さ
に
紛
れ
、
明

確
な
指
導
力
を
発
揮
で
き
な
い
ま
ま
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
混
沌
と
し
た
状
況
の
中
で
、

庖
舗
に
と
っ
て
常
に
目
指
す
べ
き
重
要
な
テ
l
マ
を
見
直
す
チ
ャ

，.， 

ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
読
者
か
ら
の
不
満
や
期
待
感
を
率
直

に
お
聞
き
す
る
と
き
で
あ
り
、
出
版
社
、
取
次
居
、
さ
ら
に
同
業

書
居
と
の
心
の
つ
な
が
り
が
持
て
た
と
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す。
現
在
、
書
屈
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
当
屈
も
利
益
確
保

に
汲
々
と
し
た
状
況
で
す
が
、
各
界
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ

と
を
基
に
、
今
、
庖
舗
が
直
面
し
て
い
る
市
場
環
境
の
分
析
や
、

庖
舗
が
持
っ
て
い
る
経
営
資
源
の
分
析
を
行
い
、
長
期
的
な
視
野

に
立
っ
て
強
力
に
引
っ
張
っ
て
い
く
戦
略
の
立
案
が
必
要
で
す
。

当
居
は
岡
山
市
表
町
商
庖
街
北
部
に
あ
た
り
、
昭
和
五
十
五
年

か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
表
町
再
開
発
事
業
の
核
で
あ
る
岡
山
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
1
ル
が
竣
工
さ
れ
た
平
成
三
年
九
月
、
そ
の
地
下
一

階
に
出
庖
し
ま
し
た
。
売
場
坪
数
六
七

O
坪
(
和
書
四
五

O
坪
、
洋

書
五
O
坪
、
文
異
一
四
五
坪
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
二

O
坪
)
、
閉
店
し
て
二
年

半
に
な
り
ま
す
が
、
一
年
を
経
過
し
た
時
点
で
、
お
客
様
が
定
着

し
た
こ
と
を
節
目
に
庖
内
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
を
致
し
ま
し
た
。
改

装
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
お
客
様
か
ら
評
価
さ
れ
る
地
域
一
番
底
の
再

構
築
と
、
知
的
環
境
創
造
庖
舗
へ
向
け
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

の
研
績
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
問
題
点
を
明
確
に
把
握

し
、
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
推
進
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
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た。
ポ
イ
ン
ト
の
第
一
は
競
合
庖
と
比
較
し
て
自
庖
売
場
の
問
題
点

を
集
約
す
る
こ
と
、
加
え
て
大
型
店
と
し
て
商
圏
の
市
場
規
模
を

勘
案
し
た
中
で
、
中
・
長
期
の
視
点
に
立
っ
て
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の

適
切
な
商
品
構
成
を
分
析
し
、
対
策
を
立
て
る
こ
と
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

開
底
以
降
一
年
聞
の
売
上
の
推
移
は
、
一
般
書
、
特
に
雑
誌
、

実
用
、
文
庫
と
い
っ
た
買
廻
り
性
を
も
っ
分
野
が
、
書
庖
の
認
知

度
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
予
想
を
大
き
く
上
廻
っ
て
伸
長
し
ま
し

た
。
一
方
、
売
場
坪
数
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
伸

長
が
期
待
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
も
、
客
観
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
当
庖
の
弱
点
は
競

合
底
と
比
較
し
て
、
担
当
者
の
商
品
知
識
や
習
熟
度
を
前
提
と
し

た
中
で
、
四
五

O
坪
の
売
場
を
活
か
し
き
れ
な
い
商
品
量
の
不
足

が
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
お
底

の
形
態
は
一
フ
ロ
ア
ー
、
多
層
階
庖
舗
に
大
別
さ
れ
、
壁
面
棚
の

利
用
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
多
少
商
品
量
は
変
っ
て
き
ま
す
が
、
一

般
的
に
は
一
坪
の
売
場
に
対
す
る
棚
段
数
は
一

O
段
の
割
合
の
商

品
量
が
目
安
と
な
る
よ
う
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
第
二
は
、
買
い
や
す
い
売
場
づ
く
り
を
す
る
た
め

畑、

に
、
顧
客
需
要
に
マ
ッ
チ
し
た
客
導
線
が
必
要
と
な
り
、
隣
接

ジ
ャ
ン
ル
の
関
連
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
年
齢
別
、
性
別
、

階
層
別
も
付
加
し
て
商
品
構
成
を
見
直
し
、
強
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
台
、
面
陳
棚
の
増
設
に
よ
り
、
売
れ
て
い

る
商
品
の
多
面
展
開
も
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
商
品
の
メ
リ
ハ
リ

も
強
化
さ
れ
ま
す
。
隣
接
領
域
と
の
閣
の
共
有
部
分
に
は
多
岐
の

分
野
商
品
の
効
果
的
展
開
が
可
能
と
な
り
、
季
節
感
、
社
会
動
向

を
敏
感
に
と
ら
え
た
商
品
鮮
度
の
あ
る
企
画
も
組
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
の
第
三
は
、
お
庖
が
広
す
ぎ
て
商
品
が
探
し
に
く
い

と
い
う
お
客
様
の
不
満
に
お
応
え
す
る
こ
と
で
す
。
一
フ
ロ
ア
ー

の
お
庖
は
機
能
的
に
は
回
遊
性
が
生
ま
れ
、
お
客
様
に
と
っ
て
買

い
や
す
い
お
庖
と
い
え
ま
す
が
、
反
面
分
類
表
示
が
甘
く
な
る

と
、
度
々
お
越
し
願
わ
な
い
と
探
し
に
く
い
お
庖
と
な
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
従
業
員
に
尋
ね
な
く
て
も

目
的
の
商
品
が
探
せ
る
分
類
表
示
が
必
要
で
す
。

以
上
が
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
を
実
施
し
た
時
点
で
の
、
主
に
ハ

l
ド

面
の
検
証
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
ベ
l
ス
に
、
お
屈
を

訪
れ
る
お
客
様
の
声
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
今
お
客
様
が
何
を
望

ま
れ
て
い
る
か
を
察
し
て
、
商
品
鮮
度
に
活
か
す
と
い
う
ソ
フ
ト

-8-
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戸内

面
で
の
強
化
が
固
定
客
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
庖
づ
く
り
の
基
本
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
か
ら
の
期
待
感
や
信
頼
感

が
醸
成
さ
れ
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま

す。
さ
て
、
リ
ニ
ュ
!
ア
ル
に
お
け
る
「
人
文
書
」
の
品
揃
え
の
強

化
策
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
概
念
と
し
て
①
現
状
の
棚
段
数
の

叩
%
ア
ッ
プ
を
目
安
と
し
て
棚
数
が
倍
増
す
る
歴
史
、
哲
学
、
心

理
は
「
人
文
科
学
の
現
在
」
の
基
本
図
書
一
覧
を
参
考
に
、
現
在

常
備
し
て
い
る
書
籍
を
調
査
し
欠
本
の
商
品
を
充
当
、
②
分
類
、

配
列
に
つ
い
て
も
、
基
本
図
書
一
覧
を
参
考
に
棚
構
成
の
整
備
と

し
て
活
用
、
③
芸
術
、
文
芸
、
社
会
科
学
を
隣
接
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
客
導
線
を
つ
く
る
。
以
上
の
三
点
を
ふ
ま
え
た
後
、
新
刊
書
も

含
め
売
筋
の
定
番
書
目
に
つ
い
て
筑
摩
書
房
の
菊
池
氏
に
ご
相
談

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
早
速
、
人
文
会
会
員
版
元
に
ご
連
絡
を
い

た
だ
き
、
各
出
版
社
の
デ
l
タ
を
も
と
に
品
揃
え
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
売
上
実
績
は
人
文
全
体
で
凶
%

近
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
売
場
面
積
に
お
け
る
坪
構
成
は
叩

%
に
あ
た
り
、
お
庖
全
体
の
坪
効
率
の
水
準
に
今
一
歩
の
状
況
で

す
。
し
か
し
専
門
書
の
充
実
を
図
り
大
型
庖
舗
と
し
て
の
商
品
構

成
上
の
核
が
で
き
た
こ
と
は
、
岡
山
に
お
い
て
地
域
一
番
庖
を
目

~ 

指
す
当
庖
に
と
っ
て
、
今
回
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
の
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

昨
年
十
月
七
日
に
「
人
文
会
」
と
の
研
修
会
の
機
会
に
め
ぐ
ま

れ
ま
し
た
。
訪
問
い
た
だ
く
事
前
調
査
と
し
て
、
、
人
文
会
会
員
二

十
三
社
の
売
行
良
行
書
ベ
ス
ト
初
、
と
同
業
屈
の
売
上
実
績
表
一

覧
を
参
考
資
料
と
し
て
ご
依
頼
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
資
料
を

も
と
に
、
大
型
屈
の
売
上
実
績
を
参
考
に
三
十
点
ほ
ど
の
面
陳
商

品
を
選
定
し
商
品
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
文
筑
摩
書
房
の
山
野

氏
の
ご
紹
介
で
、
京
都
の
ア
パ
ン
テ
ィ
、
騒
々
堂
、
ジ
ュ
ン
ク
堂

書
庖
の
ベ
テ
ラ
ン
人
文
担
当
者
と
の
研
修
の
場
を
事
前
に
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
の
も
と
に
、
担
当
者
の
潜
在
力

を
発
揮
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
研
修
会
の
直
前
に
、
人
文
会
二
十
五
周
年
記
念

出
版
「
人
文
書
の
す
す
め
」
を
手
に
し
て
、
早
速
当
庖
の
在
庫

チ
ェ
ッ
ク
を
い
た
し
ま
し
た
。
歴
史
、
心
理
は
叩
%
位
の
常
備
と

な
り
ま
し
た
が
、
人
文
全
体
で
は
印
%
弱
の
在
庫
と
な
り
ま
す
。

四
十
五
坪
の
面
積
で
適
量
か
ど
う
か
判
読
し
に
く
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
:
:
:
居
頭
に
な
い
商
品
に
つ
い
て
は
、
著
者
、
出
版
社
、

価
格
を
基
準
に
順
次
手
配
し
、
必
備
図
書
と
し
て
一
度
は
在
庫
す

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
第
一
部
の
テ
l
マ
別
参
考
文
献
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は
、
新
鮮
、
か
っ
必
要
な
情
報
を
絞
っ
て

H

情
報
の
プ
レ
ン
ダ
l
u

と
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
日
常
的
な
営
業
活
動
に
加

え
て
、
お
客
様
に
新
鮮
な
驚
き
や
夢
を
与
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

込
ん
で
い
く
こ
と
が
固
定
読
者
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

当
庖
も
オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
欲
し
い
本
が
な
い
、
探
し
て
い
る

本
が
み
つ
か
ら
な
い
、
商
品
が
ど
こ
に
置
い
て
あ
る
か
分
か
り
に

く
い
と
、
度
々
ご
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
間
の
従
業
員
の
懸

命
な
努
力
に
よ
っ
て
、
日
を
お
っ
て
ご
来
底
客
数
も
増
え
、
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
け
る
お
庖
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
お
底

は
、
お
客
様
が
何
を
望
み
、
そ
し
て
私
達
に
何
を
求
め
ら
れ
て
い

る
か
を
よ
く
認
識
し
、
日
常
の
仕
事
の
中
で
、
共
に
感
じ
行
動
し

て
ゆ
く
姿
勢
が
必
要
で
す
。
お
客
様
の
価
値
感
の
変
化
を
た
え
ず

生
活
者
の
視
点
で
把
握
じ
て
い
く
お
庖
が
や
は
り
信
頼
さ
れ
庖
舗

の
地
位
と
成
長
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
単
に

偏
っ
た
考
え
方
ゃ
、
旧
来
の
手
法
だ
け
で
は
新
た
な
発
展
の
機
会

も
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
何
と
な
く
続
け
て
き
た
仕
事

を
、
も
う
一
度
見
直
し
、
要
ら
な
い
も
の
を
捨
て
去
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
新
た
な
創
造
の
芽
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

私
は
入
社
以
来
二
十
年
近
く
外
売
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
後
輩

~、

社
員
の
教
育
に
あ
た
っ
て
H

鞄
の
中
身
H

は
大
丈
夫
か
と
、
よ
く

問
い
か
け
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
訪
問
す
る
お
客
様
へ

の
情
報
が
的
確
に
整
理
、
整
頓
さ
れ
、
誰
に
対
し
て
も
誠
心
誠
意

を
尽
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
用
聞
き
で
は
決

し
て
い
い
ビ
ジ
ネ
ス
は
生
れ
ま
せ
ん
。

お
庖
で
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
従
業
員
全
員

が
積
極
的
に
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い
く
。
誠
心
誠
意
を
尽
く

し
て
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
。
そ
こ
に
は
お
客
様
と
心
が
通
い

合
っ
た
、
感
動
を
呼
び
起
こ
す
、
庖
舗
の
姿
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

以
上
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〔
人
文
書
講
座
制
剖
〕

家
族
の
か
ら
だ

家
族
の
精
神

• 

流
行
語
を
手
が
か
り
に

高
度
大
衆
化
社
会
は
同
時
に
高
度
消
費
社
会
で
あ
る
。
そ
れ
は

ま
た
サ
ー
ビ
ス
中
心
の
社
会
で
も
あ
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
「
家
族

の
か
ら
だ
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
の
家
族
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス

中
心
型
の
社
会
を
、
ど
の
よ
う
に
呼
吸
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
て
い
く

過
程
に
、
現
在
に
お
け
る
家
族
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
薄
ぼ
ん
や

り
と
で
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
項
の
狙
い
で
あ

魚、

芹
沢

(俊

i介

る

-11ー

サ
ー
ビ
ス
中
心
型
社
会
の
特
徴
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
が

主
体
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
側
が
客
体
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
一
見
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
え
る
け
れ
ど
、

よ
く
考
え
る
と
奇
妙
な
事
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
奇
妙
と
言
っ

て
語
弊
が
あ
る
な
ら
、
新
し
い
と
言
い
換
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

人
も
産
業
も
物
を
生
産
す
る
の
で
は
な
く
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
生
産

す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
物
を
生
産
し
て
い
て
も
、
そ
の
物
に
付

加
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

当
然
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
・
消



費
す
る
の
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
と
は
、
別
の
言
葉
に
置
き
換
え
て
み
る
と
「
も
て
な

し
」
で
あ
る
。
人
、
物
、
情
報
な
ど
す
べ
て
が
安
価
、
便
利
、
快

適
と
い
っ
た
も
て
な
し
の
幾
つ
も
の
評
価
軸
に
よ
っ
て
測
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
も
て
な
し
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る

の
は
、
代
価
を
支
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
消
費
者
(
の
か

ら
だ
)
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
の
あ
り
方
を

変
え
た
り
、
決
定
す
る
の
は
最
終
的
に
は
消
費
者
(
の
か
ら
だ
)

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
が
主
体
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
と
り
あ
え
ず
の
意
味
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
て
な

し
、
つ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
重
視
の
考
え
方
の
出
現
は
、
均
質
的
な
物

の
大
量
生
産
の
時
代
を
終
わ
ら
せ
る
力
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
論
の
趣
旨
か
'
り
し
て
こ
の
よ
う
な
消
費
の
主
体

を
家
族
、
正
確
に
は
「
家
族
の
か
ら
だ
」
と
い
う
ふ
う
に
限
定
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
以
下
の
よ
う
に
設
問

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
私
た
ち
の
家
族
の
か
ら
だ
は
戦

後
、
何
を
欲
望
し
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
か
ら
だ
を
形
成
し
よ
う

と
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
を
欲
し
、
何
を
削
除
し
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
社
会
の
な
か
で
の
代
謝
あ
る
い
は
呼
吸
の
仕
方
を

ど
う
変
え
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

府民、

家
族
の
か
ら
だ
は
戦
後
あ
る
時
期
ま
で
一
貫
し
て
、
利
便
性

ハ
便
利
で
あ
る
こ
と
)
を
追
求
し
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
一
九
五

三
年
の
流
行
語
が
「
電
化
元
年
」
で
あ
り
、
家
電
製
品
の
電
気
冷

蔵
庫
・
洗
濯
機
・
掃
除
機
が
「
三
種
の
神
器
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

こ
れ
ら
を
持
つ
こ
と
が
家
族
に
お
け
る
生
活
革
命
を
起
こ
す
も
の

と
し
て
主
婦
の
憧
れ
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
翌
一
九
五
四
年
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。
ま
た
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
が
入
っ
た
台
所
が
文
化
生
活
の
シ
ン
ボ
ル
と

さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
五
年
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
文
化
生
活

を
も
た
ら
す
家
事
労
働
の
改
善
を
戦
後
の
家
族
の
か
ら
だ
が
切
実

に
要
求
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
、
こ
う
し
た
現
象
は
物
語
っ
て

い
た
。戦

争
下
に
お
い
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
(
流
行
語
)
は
「
耐
乏
生
活
」

(
一
九
四
O
年
)
で
あ
り
、
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
(
一
九

四
二
年
)
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
家
族
の
か
ら

だ
は
敗
戦
前
に
は
ほ
と
ん
ど
、
欲
望
を
徹
底
的
に
押
さ
え
付
け
る

こ
と
を
自
己
に
課
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
家
族
の
か

ら
だ
は
敗
戦
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
激
し
い
「
虚
脱
状
態
」
に

陥
っ
た
の
で
あ
る
(
一
九
四
五
年
)
。
文
化
生
活
へ
の
要
求
は
、
そ
う

し
た
状
態
か
ら
態
勢
を
立
て
直
し
、
よ
う
や
く
家
族
の
か
ら
だ
が

-12-
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持険、

戦
後
性
を
要
求
し
は
じ
め
た
こ
と
を
告
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
一

O
年
の
あ
い
だ
で
利
便
性
の
追
求

は
、
家
族
の
か
ら
だ
に
と
っ
て
の
メ
イ
ン
テ
l
マ
の
位
置
を
追
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
代
わ
っ
て
新
し
く
登
場
し
て
き
た
の
が
、
「
快

適
さ
」
と
い
う
テ
l
マ
で
あ
っ
た
。
一
九
六
六
年
、
「
三
種
の
神

器
」
は
次
の
三
つ
の
物
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
カ
l
・
ク
ー
ラ
ー
・
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
英

語
の
頭
文
字
を
取
っ
て
3

C
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
電
化
製

品
や
台
所
製
品
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
事
労
働
の
苛
酷
さ

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
家
族
の
か
ら
だ
の
欲
求
で
あ
り
、

3

C
の
登
場
は
そ
う
し
た
欲
求
が
ほ
ぼ
充
た
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

鉛筆と人間
へンリー・ペトロスキー渡

辺潤岡田朋之訳技術者た

ちの発明と工九億人たちの

エピソード。小きな道具の壮

大な文化史。 3800円

時計と人間
アメリカの時間の歴史/マイ

ケル・オマリー高島平吾訳

lS世紀「標楢時」の誕生から

今日までの、時聞をめぐる歴

史のドラ?をたEる。 3800円

歓迎されない人々
フランスのアラブ人/タハー

ル・ベン・ジエルーン高橋・

棺磁訳移民・人種偏見払閣

で精神何割幾に陥った現代フ

ランスの実態を告発。ゴンク

ール賞作家の報告。 2600円

品文社
東京都千代田区外神田2-1-12
電話3255-4501

~ 

あ
る
だ
ろ
う
。
利
便
性
か
ら
快
適
さ
へ
の
テ
l
マ
の
移
行
は
さ
ま

ざ
ま
に
言
い
う
る
け
れ
ど
も
、
家
族
の
か
ら
だ
の
問
題
と
し
て

は
、
そ
の
関
心
が
労
働
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で

あ
る
。家

族
の
か
ら
だ
が
利
便
性
を
離
脱
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿
を
以

下
の
生
活
美
学
的
な
流
行
語
の
う
え
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
思
う
。

「
か
っ
こ
い
い
」
(
一
九
六
七
年
)

「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
」
(
一
九
六
九
年
)

「モ

I
レ
ツ
か
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
へ
」
(
一
九
七
O
年
)

「
ナ
ウ
い
」
(
一
九
七
二
年
)

「
ユ
ッ
ク
リ
ズ
ム
」
(
一
九
七
三
年
)
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日米生活対話
パソコン通信による16テーマ

室謙二 N・パーデキー風

呂から葬式まで、日米が率直

に語り合う。電子メールを駆

使した新しい試み。 2900円



「
ひ
と
味
ち
が
い
ま
す
」
(
一
九
七
五
年
)

「
ダ
サ
イ
」
(
一
九
七
九
年
)

「
軽
薄
短
小
」
(
一
九
八
三
年
)

こ
れ
ら
の
生
活
美
学
は
二
つ
の
正
負
の
対
立
的
な
価
値
観
に
振

り
分
け
ら
れ
る
。
プ
ラ
ス
価
値
の
側
に
は
「
か
っ
こ
い
い
」

「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
「
ナ
ウ
い
」
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
マ
イ

ナ
ス
価
値
の
側
に
は
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
」
「
モ
l
レ
ツ
」

「
ダ
サ
イ
」
が
記
載
さ
れ
る
の
だ
。
社
会
が
自
分
の
姿
を
鏡
に
写
し

出
し
て
、
外
観
を
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
の
余
裕
を
も

ち
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
家
族
の
か
ら
だ
が

脱
労
働
、
脱
利
便
性
の
欲
求
を
正
面
に
掲
げ
て
、
歩
ん
で
き
た
姿

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
標
語
に
家
族
の
か
ら
だ
の
欲
望
の
構
造
転
換
を
認

め
て
き
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
変
遺
に
は
も
う
ひ
と
つ
注
目
す

べ
き
変
化
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
価
値

と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
の
削
除
と
い
う
か
た
ち
を

と
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
の
流
行
語
で
あ
る
「
軽
薄
短
小
」
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
「
重
厚
長
大
」
の
対
極
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
構
成
が
工

業
(
第
二
次
産
業
)
中
心
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
業
(
第
三
次
産
業
)

刈h、

中
心
へ
と
移
っ
た
こ
と
、
産
業
の
対
象
が
個
人
化
し
た
こ
と
の
証

左
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
家
族
の
か
ら
だ
も
ま
た
こ
の
間
、

激
し
く
個
人
化
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
欲
望
の
転
換
は
、
そ
れ
ま
で
物
を
獲
得
す
る
(
足
し

算
)
と
い
う
形
で
家
族
の
か
ら
だ
は
自
分
の
欲
望
を
充
足
さ
せ
よ

う
と
し
て
き
た
の
に
対
し
、
新
た
に
反
対
の
削
除
(
引
き
算
)
と

い
う
方
向
へ
と
自
分
の
欲
望
を
発
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

た
。
実
は
家
族
の
か
ら
だ
の
切
実
な
要
求
は
物
を
獲
得
す
る
こ
と

に
だ
け
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
な
り
、
さ
ら
に
自

分
の
か
ら
だ
を
ど
の
よ
う
に
構
成
し
て
行
く
か
を
課
題
に
の
せ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
に
は
時
閣
を
少
し
だ
け
後
ろ
へ
巻
き
戻

し
て
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
九
六

O
年
に
大
流
行
し
た
言
葉
に
「
家
付
き
、
カ
l
付
き
、

パ
パ
抜
き
」
が
あ
る
。
こ
の
流
行
語
は
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
に
く

る
ま
れ
て
は
い
た
け
れ
ど
、
若
い
女
性
た
ち
が
希
望
す
る
結
婚
の

条
件
が
率
直
に
現
れ
て
い
る
。
余
計
な
こ
と
を
付
け
加
え
ず
に
こ

こ
で
の
話
に
沿
っ
て
述
べ
る
な
ら
、
こ
こ
で
は
削
除
(
引
き
算
)

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
家
族
に
自
分
の
か
ら
だ
の
規
模
を

縮
小
し
た
い
と
い
う
動
き
が
現
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う

な
流
行
語
に
よ
っ
て
的
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
が
目
撃
で
き
る
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の
で
あ
る
。
結
婚
が
女
性
の
選
択
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
、
こ
の

こ
と
は
明
ら
か
に
欲
望
の
個
人
化
の
表
現
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ま

た
コ
ニ
ち
ゃ
ん
農
業
」
と
い
う
現
象
も
露
出
し
た
(
一
九
六
三
年
)
。

父
ち
ゃ
ん
は
都
会
へ
出
稼
ぎ
、
残
っ
た
母
ち
ゃ
ん
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
三
人
で
農
業
を
す
る
よ
う
な
状
態
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
う
い
う
事
態
は
、
家
族
の
か
ら
だ
が
農
村
的
な
部
分
と
都

市
的
な
部
分
に
分
裂
し
、
し
だ
い
に
農
村
的
な
部
分
を
削
除
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
農
業
は
こ
の

段
階
で
す
で
に
、
若
い
家
族
の
か
ら
だ
に
は
「
か
っ
こ
わ
る
い
」

「
ナ
ウ
く
な
い
」
「
ダ
サ
イ
」
と
映
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
何
人
の
子
供
を
産
む
か
を
示
す

指
標
で
あ
る
出
生
率
が
二
・
一
を
割
っ
た
の
が
一
九
七
四
年
あ
た

り
を
境
に
し
て
で
あ
る
。
二
・
一
と
い
う
数
字
は
、
そ
の
社
会
の

人
口
が
拡
大
も
縮
小
も
せ
ず
に
再
生
産
さ
れ
る
こ
と
を
語
っ
て
い

る
。
定
年
後
に
家
に
ば
か
り
い
て
、
や
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
役

に
立
た
な
い
夫
を
呼
称
し
て
「
粗
大
ゴ
ミ
」
と
か
「
ぬ
れ
落
ち
葉
」

と
い
う
言
葉
が
は
や
る
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
十
年
余
を
必
要
と
す

る
の
だ
が
(
一
九
八
八
年
)
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
事
態
は
家
族
の

か
ら
だ
が
加
算
し
、
そ
れ
を
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
も
の
に
更
新
す
る
と

い
う
直
進
的
な
欲
望
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
は
別
に
明
瞭
な
自
己

鼻、

イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
つ
つ
、
そ
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
そ
ぐ
わ
な
い
現

実
を
削
除
す
る
と
い
う
方
向
を
も
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

女
性
の

3
高
志
向
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
た
の
は
、
一
九
八
七

年
で
あ
っ
た
。

3
高
と
は
高
身
長
・
高
学
歴
・
高
収
入
で
あ
る
。

結
婚
相
手
の
身
長
・
学
歴
・
収
入
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
い
い
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
「
パ
パ
抜
き
」
を
ほ
ぼ
実
現
し
、
家
族
の
か
ら

だ
の
選
択
的
な
要
求
が
さ
ら
に
高
度
化
し
て
、
つ
い
に
相
手
の
身

体
性
を
条
件
に
掲
げ
る
ま
で
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
身
長
が
高

い
か
ど
う
か
は
偶
然
性
に
起
因
し
て
い
る
。
そ
の
偶
然
性
を
要
求

す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
も
は
や
利
便
性
で
も
快
適
性
で

も
な
い
。
高
収
入
は
高
度
に
物
的
な
利
便
性
、
快
適
性
を
保
証
す

る
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
と
お
り
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
に
考
え
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
無
意
識
の
削
除
を
と
も
な
っ

た
一
種
の
審
修
と
も
い
う
べ
き
満
足
を
与
え
て
く
れ
る
力
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
学
歴
も
同
じ
で
あ
る
。
人
か
ら

夫
の
学
歴
を
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
、
胸
を
張
っ
て
答
え
ら
れ
る
こ

と
の
満
足
、
さ
ら
に
は
大
学
名
を
口
に
し
た
と
き
の
快
感
、
聞
い

た
人
の
羨
望
と
嫉
妬
の
入
り
混
じ
っ
た
眼
差
し
、
こ
れ
ら
が
も
た



ら
す
満
足
が
重
要
な
動
機
な
の
で
あ
る
。

高
身
長
も
ま
た
同
様
だ
。
だ
が
高
学
歴
、
高
収
入
と
は
意
味
合

い
を
少
し
だ
け
異
に
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
若
い
女
性
た
ち

は
な
ぜ
、
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
努
力

し
て
も
不
可
能
な
身
体
的
な
偶
然
性
を
、
た
と
え
相
対
的
な
欲
望

と
し
て
で
あ
れ
、
条
件
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
他
の

一
一
つ
が
満
た
さ
れ
て
も
、
身
長
が
不
足
し
て
い
た
ら
画
竜
点
晴
を

欠
く
と
い
っ
た
き
ら
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
夫
に
な
る
人
の

背
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
必
需
的
な
ア

イ
テ
ム
な
の
で
あ
る
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
の
必
需
性
と
い
う

こ
と
は
、
審
修
と
い
う
満
足
の
テ
l
マ
が
家
族
の
か
ら
だ
の
欲
望

と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

私
た
ち
の
認
識
で
は
、
日
本
人
の
社
会
意
識
が
消
費
資
本
主
義

と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
段
階
へ
入
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の

は
、
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
し
て
で
あ
っ
た
。

圏
内
に
お
け
る
生
産
中
心
の
高
度
成
長
経
済
は
そ
の
役
割
を
終

え
、
新
た
な
展
望
の
も
と
に
生
活
を
組
立
て
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い

段
階
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
移
行
の
一
つ
の
目
安
と
な
る
の

は
、
選
択
的
消
費
支
出
が
必
需
的
消
費
支
出
を
上
回
り
、
全
体
の

五
O
%
を
超
え
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。戸欄鵬¥

一
九
七
O
年
五
一
・
O
%

一
九
七
五
年
五
五
・
三
%

一
九
八
O
年
五
九
・
七
%

一
九
八
五
年
六
二
・
七
%

一
九
九
O
年
六
四
・
六
%

数
字
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
、
一
九
七
O
年
に
お
い
て
す
で
に
選

択
的
消
費
支
出
は
全
体
の
半
分
を
超
え
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

そ
れ
で
も
当
初
は
他
人
の
行
動
を
見
な
が
ら
注
意
深
く
自
分
を
横

並
び
的
に
決
定
す
る
と
い
っ
た
自
己
防
御
型
リ
集
団
主
義
的
な
消

費
行
動
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
八

0
年
代
に
入
る
と
、
し

だ
い
に
逆
の
、
他
人
と
は
違
う
自
分
を
主
張
し
た
が
る
差
異
型
H

個
人
主
義
的
な
消
費
行
動
へ
と
転
換
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
差
異

型
H
個
人
主
義
的
動
機
に
も
と
づ
く
消
費
行
動
こ
そ
が
、
選
択
的

消
費
支
出
が
五
O
%
を
超
え
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
社
会
の
消
費
資

本
主
義
化
の
本
格
的
な
証
拠
な
の
で
あ
る
。
欠
乏
は
終
わ
っ
た
。

だ
れ
も
が
中
流
意
識
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
。
身
長
は
相
対
的

で
あ
る
。
だ
が
そ
の
相
対
性
が
他
者
と
の
差
異
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
る
。
差
異
意
識
は
相
手
の
身
体
へ
と
投
影
さ
れ
る
の
だ
。
そ

れ
は
だ
か
ら
審
修
の
一
形
態
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
う
言
っ
て
み
て
も
、
ど
う
も
ぴ
た
り
と
決
ま
ら
な
い
。
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も
っ
と
無
意
識
的
な
動
機
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
の
だ
。

家
族
の
か
ら
だ
が
個
別
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
家
族
の
か
ら

だ
が
そ
の
個
別
的
に
な
っ
た
欲
望
を
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
、
自
己
の
未
来
の
か
ら
だ
、
す
な
わ
ち
生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ

う
子
供
の
身
体
的
将
来
像
へ
の
期
待
|
|
要
す
る
に
我
が
子
は
背

が
高
く
な
る
と
い
い
と
い
う
期
待
感
。
そ
れ
は
反
転
す
れ
ば
背
の

低
い
子
は
困
る
と
い
う
削
除
意
識
に
変
わ
る
ー
ー
が
、
結
婚
相
手

へ
の
条
件
と
し
て
投
影
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
族
の
か
ら
だ
が
具
体
的
な
構
成

員
の
身
体
に
関
心
を
も
ち
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考

え
る
な
ら
、
家
族
の
か
ら
だ
の
病
理
の
よ
う
に
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
き
た
過
食
症
や
拒
食
症
と
い
っ
た
奇
妙
な
現
象
と
同
根
の
も
の

"...， 

と
し
て
、
こ
う
し
た
欲
望
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う

い
う
混
迷
す
る
像
を
裏
に
も
っ
た
一
見
い
い
気
な
欲
望
と
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。

八
0
年
代
の
終
わ
り
か
ら
九

O
年
初
頭
に
か
け
て
、
バ
ブ
ル
の

真
っ
盛
り
の
頃
、

3
K
と
い
う
言
葉
が
脚
光
を
浴
び
た
。
「
き
つ

い
・
汚
い
・
危
険
」
の
三
つ
を
意
味
す
る
略
語
で
あ
る
。
若
い
人

た
ち
か
ら
回
避
さ
れ
が
ち
な
労
働
な
い
し
職
場
を
象
徴
す
る
用
語

で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
い
や
ら
し
い
く
ら
い
に
見
事
な
表
現
で
あ

る
。
「
き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
」
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
っ
て
し
ま
っ

て
は
差
し
障
り
が
あ
る
。
そ
こ
を

3
K
と
い
う
よ
う
に
抽
象
す

る
。
す
る
と
少
し
小
ば
か
に
し
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
醸
し
出

さ
れ
て
く
る
。

誠信書房

待

望

の

新

編
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知
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ド
ブ
ッ
ク
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・

今

井
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・

和

気

典

ニ
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円

人
聞
は
外
部
か
ら
の
情
報
を
感
覚
・
知
覚
を
通
し
て
得
て
い
る
。
そ
う
し
て
得
た
情
報
を

も
と
に
ま
た
環
境
へ
と
働
き
か
け
る
こ

t
が
で
き
る
。
光
、
音
、
熱
、
に
お
い
な
E
無
数
の

刺
激
に
図
ま
れ
て
い
る
我
々
は
、
そ
れ
ら
を

E
の
よ
う
に
取
り
入
れ
処
理
し
て
い
る
の
か
。

一
O
一
名
の
新
執
筆
者
障
が
研
究
の
最
先
端
を
紹
介
す
る
。
菊
判
函
入
・

1
7
8
2
買

ο 

わ
た
し
ら
し
さ
の
発
見

4

親
密
さ
の
ダ
ン
ス

身
近
な
人
間
関
係
を
変
え
る

H
・
G
・レ

l
ナ
l
/中
釜
洋
子
訳

日
常
性
に
埋
没
し
た
母
親
や
夫
と
の
偽
り

の
親
密
な
関
係
を
見
直
し
、
家
族
の
問
題

と
自
分
の
役
割
を
見
直
す
。

2
7
8
1
円
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3
高
と
比
べ
る
と
明
瞭
な
こ
と
は
、
も
し
で
き
う
る
な
ら
ば
と

い
う
遠
慮
が
ち
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
消
え
、
削
除
と
い
う
志
向
が
露

骨
に
現
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
削
除

し
た
3
K
は
生
活
に
不
可
欠
な
労
働
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ

れ
ゆ
え
3
K
を
家
族
の
か
ら
だ
に
、
外
か
ら
有
償
で
与
え
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
と
見
な
す
視
点
が
登
場
し
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。

3
K

を
外
国
人
労
働
者
に
ま
か
せ
る
と
い
う
現
象
が
、
家
族
の
問
題
と

密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
了
解
で
き
よ
う
。
自

分
の
か
ら
だ
を
美
学
に
沿
っ
て
構
築
し
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
テ
ー

マ
と
、

3
K
回
避
は
家
族
の
か
ら
だ
に
と
っ
て
、
一
対
の
欲
望
だ

と
い
う
こ
と
だ
。

私
は
何
を
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

3
K
も
、
家
族
の
か

ら
だ
に
埋
め
込
ま
れ
で
す
で
に
自
然
化
し
て
い
る
「
選
択
的
で
あ

る
こ
と
」
の
現
れ
、
そ
の
こ
と
の
作
り
出
す
美
学
的
表
現
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
若
い
家
族
の
か
ら
だ
に

宿
る
労
働
概
念
か
ら
、
肉
体
労
働
が
放
遂
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
労
働
概
念
も
ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
受
動
体
と

い
う
観
点
、
つ
ま
り
「
も
て
な
さ
れ
る
こ
と
」
に
慣
れ
た
現
在
の

家
族
の
か
ら
だ
か
ら
し
か
、
成
立
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

~ 
、ζヲ'

家
族
の
か
ら
だ
が
、
「
も
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
当
然
な
か
ら

だ
」
、
被
サ
ー
ビ
ス
的
身
体
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。

そ
の
度
合
い
が
ど
ん
ど
ん
強
ま
っ
て
お
り
、
露
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
事
態
を
ど
う
了
解
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ー
ビ

ス
の
主
体
と
し
て
の
家
族
の
か
ら
だ
は
、
「
も
て
な
し
」
の
淵
の
な

か
で
、
果
て
し
も
な
く
「
軽
薄
短
小
」
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
先

は
家
族
の
か
ら
だ
の
溶
解
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
と
っ
く
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
項
を
改
め
て
、

こ
の
問
題
に
接
近
し
て
行
こ
う
。

2 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
手
が
か
り
に

-18-

「
も
て
な
し
」
と
い
う
観
点
を
導
入
し
た
と
き
の
、
も
て
な
さ
れ

る
側
に
あ
る
家
族
の
か
ら
だ
は
、
日
常
の
な
か
で
思
い
が
け
な
い

く
ら
い
の
変
貌
を
被
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
杏
も
応
も
な
く
気

づ
か
さ
れ
る
の
は
、
買
い
物
を
す
る
場
面
に
お
い
て
で
あ
る
。
販

売
す
る
側
の
も
て
な
し
の
仕
方
を
こ
こ
で
は
、
「
人
の
も
て
な
し
」

と
「
物
の
も
て
な
し
」
の
二
つ
に
大
別
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
何

が
見
え
て
く
る
か
。
次
の
よ
う
に
問
い
か
け
て
み
る
。
家
族
の
か

ら
だ
は
「
人
の
も
て
な
し
」
と
「
物
の
も
て
な
し
」
の
ど
ち
ら
を

~、



同臥、

好
む
の
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
あ
ら
か
じ
め
出
て
い
る
。
「
物
の
も
て

な
し
」
の
方
で
あ
る
。

東
京
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
一
号
庖
が
誕
生
し
た
の
は
一
九

五
三
年
で
あ
る
。
周
年
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
電
化
元
年
」

と
い
う
標
語
が
ヒ
ッ
ト
し
、
翌
年
そ
の
標
語
を
受
け
る
よ
う
に
、

コ
ニ
種
の
神
器
」
(
電
気
冷
蔵
庫
・
電
気
洗
濯
機
・
電
気
掃
除
機
)

が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
家
族
の
か
ら
だ
の
新
し
い
利
便
性
に

対
す
る
欲
求
に
対
応
し
て
い
た
。
ま
た
新
し
い
利
便
性
は
、
こ
れ

ま
で
の
人
力
(
自
分
自
身
の
労
働
)
に
よ
る
も
て
な
し
か
ら
、
電

化
製
品
と
い
う
物
に
よ
る
も
て
な
し
へ
の
転
換
を
意
味
し
て
い

た。
こ
う
し
た
人
力
(
人
)
か
ら
物
へ
の
利
便
性
と
い
う
欲
望
の
手

段
の
転
換
は
、
同
時
に
家
族
の
か
ら
だ
と
心
に
、
あ
る
重
大
な
感

性
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
感
性
的
変
化
の
象
徴

が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
誕
生
と
と
も
に
浮
上
し
て
き
た
の
は
「
物
の
も
て
な

し
」
を
快
と
す
る
と
い
う
感
性
で
あ
る
。
顧
客
と
庖
員
が
一
対
一

で
向
か
い
合
う
の
を
基
本
形
と
す
る
個
人
庖
よ
り
も
、
レ
ジ
に
勘

定
機
械
と
し
て
の
人
が
い
る
だ
け
の
(
し
た
が
っ
て
実
質
的
な
無

人
)
庖
舗
ス
タ
イ
ル
の
方
が
好
ま
し
い
と
い
う
感
性
で
あ
る
。

組面、

こ
の
よ
う
な
都
市
的
感
性
の
出
現
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

語
っ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
一
つ
が
、
地
域
の
解
体
化
の
は
じ
ま

り
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
日
常
性
の
百
貨
庖
化
で
あ

る
。
家
族
の
日
常
生
活
を
形
成
す
る
諸
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
対
応

す
る
諸
商
品
を
一
カ
所
に
集
約
し
て
あ
る
。
け
れ
ど
、
デ
パ
ー
ト

で
は
な
い
。
デ
バ

l
ト
と
の
違
い
を
考
え
る
と
す
ぐ
分
か
る
よ
う

に
、
デ
パ
ー
ト
は
地
域
の
個
人
商
庖
と
共
存
し
て
い
る
。
個
人
商

店
が
地
域
の
日
常
性
の
核
で
あ
る
な
ら
、
デ
パ
ー
ト
は
非
日
常
の

部
分
を
受
け
持
っ
て
い
た
。
個
人
商
庖
と
デ
パ
ー
ト
が
日
常
性
と

非
日
常
性
を
相
互
不
可
侵
的
に
棲
み
分
け
て
い
た
段
階
で
は
、
地

域
は
存
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
現
は
、
こ
の
両
者
の
平
和
的
な
棲

み
分
け
に
鋭
い
模
を
打
ち
込
む
結
果
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
一

カ
所
へ
と
日
常
性
を
集
約
し
よ
う
と
い
う
効
率
化
H
利
便
性
の
新

し
い
試
み
は
、
そ
れ
ま
で
日
常
生
活
の
諸
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
そ

れ
ぞ
れ
個
別
的
に
請
け
負
っ
て
き
て
い
た
個
人
商
庖
の
存
在
基
盤

を
根
こ
そ
ぎ
に
薄
う
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
変
革
を
と
も
な
わ
ず
に

は
お
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
ま
た
、
地
域
の

個
々
の
家
族
の
買
い
物
の
足
が
し
だ
い
に
決
ま
っ
た
地
域
の
個
人

商
庖
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
点
か
ら
も
明
ら
か



に
地
域
の
解
体
化
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

事
態
を
家
族
が
受
け
入
れ
る
こ
と
は
同
時
に
、
家
族
が
地
域
か
ら

遊
離
・
浮
上
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
家
族
の
抽
象
的
個
別
化
の
は
じ

ま
り
を
も
告
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

地
域
性
か
ら
遊
離
・
浮
上
し
抽
象
的
個
別
的
に
な
っ
た
家
族
の

か
ら
だ
と
心
。
こ
の
よ
う
な
家
族
の
状
態
こ
そ
が
、
「
人
の
も
て
な

し
」
す
な
わ
ち
地
域
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
人
と
人
と
の
具
象

的
関
係
を
う
っ
と
う
し
く
思
う
感
性
の
有
力
な
土
壌
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

事
態
は
さ
ら
に
大
き
く
展
開
し
て
行
く
。
東
京
に
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
一
号
屈
が
出
現
し
た
の
は
一
九
七
四
年
で
あ
る
。

チ
ェ
ー
ン
居
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
チ
ェ
ー
ン
庖
な
ら
全
国
ど
こ
の
庖
で

も
、
庖
舗
の
広
さ
は
一

0
0平
米
く
ら
い
、
品
揃
え
は
約
三

0
0

0
種
類
と
こ
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
い
つ
で
も
聞
い
て
い
て
、

す
べ
て
が
歩
き
回
ら
ず
、
捜
し
回
ら
ず
、
手
聞
の
い
ら
な
い
、
手

の
届
く
と
こ
ろ
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
利
便
性
の

極
限
の
よ
う
な
庖
舗
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
比
較
し
た
と
き
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

F鵬 1

ス
ト
ア
の
特
徴
は
、
規
模
も
は
る
か
に
小
さ
く
、
商
品
の
品
揃
え

も
少
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
者
の
か
な
り
決
定
的
な

差
異
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
登
場
し
た
、
そ
の
当
時
の

時
代
精
神
の
生
み
出
し
た
風
景
を
再
度
確
認
し
て
お
こ
う
。
一
つ

は
3
C
か
ら
新
3
C
へ
の
移
行
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
族
の

か
ら
だ
の
「
も
て
な
さ
れ
る
こ
と
」
へ
の
欲
望
が
利
便
性
を
追
求

す
る
こ
と
か
ら
快
適
さ
を
追
求
す
る
方
向
へ
と
転
換
し
た
こ
と
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
か
っ
こ
い
い
、
ナ
ウ
い
、
ダ
サ
イ
な
ど
と
い

う
流
行
語
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
若
い
人
た
ち
が
自
己
の
個
別

的
な
生
活
美
学
を
模
索
し
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
出
生
率
が
二
・
一
を
割
っ
た
年
に
も
当
っ
て
い
る
。

家
族
の
か
ら
だ
が
自
己
を
ど
こ
ま
で
も
縮
小
し
よ
う
と
し
、
そ
の

こ
と
が
社
会
の
縮
小
へ
と
結
び
つ
い
て
ゆ
く
、
そ
う
い
っ
た
展
望

を
ひ
ら
い
た
の
が
、
こ
の
時
点
な
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
、

生
活
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
い
う
方
向
を
と
り
あ
え
ず
、
生
活
美
学

と
の
か
ら
み
で
摘
出
し
て
お
く
だ
け
に
と
ど
め
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
時
代
精
神
の
か
た
ち
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
登
場
と
は
、
見
合
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
の
が
常
識

と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
美
学
と
結
び
つ
い
た
快
適
さ
と
は
、
例
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え
ば
、
食
べ
た
い
と
き
に
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
が
不
快
で
あ
る
と

い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
不
快
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
二
四
時
間
オ
ー
プ
ン
の
思
想
が
あ

る。
自
分
だ
け
で
な
く
自
分
以
外
の
家
族
の
構
成
員
の
こ
と
を
も
考

え
ざ
る
を
え
な
い
主
婦
の
よ
う
な
存
在
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
に

は
、
自
分
の
中
の
買
い
物
地
図
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
載
っ

て
い
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
書
き
込
ま
れ
て
い
な

い
。
反
対
に
自
分
以
外
の
他
の
家
族
の
こ
と
を
心
配
す
る
必
要
の

な
い
存
在
に
と
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
不
可
欠
に
映
っ

て
い
る
。
簡
単
に
い
え
ば
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
若
い
人
た

ち
ゃ
子
供
た
ち
の
視
野
を
と
ら
え
て
い
て
も
、
大
人
の
視
野
か
ら

は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
。
ど
う
や
ら
コ
ン
ビ
ニ
と
ス
ー
パ
ー
は
相

互
に
不
可
侵
で
あ
り
、
共
存
し
あ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
こ
ま
で

は
了
解
で
き
そ
う
だ
。
問
題
は
だ
が
、
そ
の
先
に
あ
る
。
こ
の
な

ん
と
も
奇
妙
な
棲
み
分
け
は
、
ど
う
し
て
成
立
し
た
の
だ
ろ
う

か。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
基
本
的

な
違
い
の
一
つ
は
、
後
者
が
家
族
を
対
象
に
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
前
者
は
独
り
を
テ
l
マ
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー

高ヘ

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
思
想
に
対
応
す
る
の
が
九
時

i
五
時
の
家
族
の
思

想
で
あ
り
、
二
四
時
間
O
K
な
の
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

思
想
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
都
市
的
感
性
を
も
っ
た
独
り
者

の
思
想
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
「
家
族
」
の
思
想
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
お
よ
び

商
品
展
開
の
軸
に
据
え
て
い
る
。
ま
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

地
域
を
解
体
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
庖
舗
を
中
心
に
し

て
地
域
性
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

場
合
、
「
独
り
」
の
思
想
に
加
え
て
さ
ら
に
、
暗
黙
の
う
ち
に
で
は

あ
る
け
れ
ど
、
地
域
性
も
ひ
い
て
は
社
会
性
を
も
離
脱
し
て
い

る。
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庖
に
入
っ
て
く
る
客
が
ど
こ
に
住
み
、
ど
ん
な
家
族
が
い
て
、

何
を
仕
事
に
し
て
い
る
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
帰
属
性
を
間
わ
な

い
の
で
あ
る
。
脱
家
族
、
脱
地
域
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

思
想
で
あ
る
。
(
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
関
心
を
寄
せ
る
の

は
そ
の
屈
で
ど
ん
な
年
齢
、
ど
ん
な
性
別
の
人
が
、
向
時
こ
ろ
、

何
を
ど
の
く
ら
い
買
っ
て
行
っ
た
か
と
い
う
情
報
だ
け
で
あ
る
)
。

抽
象
的
で
あ
り
、
ゲ
リ
ラ
的
で
あ
り
、
風
景
を
形
成
せ
ず
、
風
景

か
ら
浮
い
て
い
る
。
地
元
に
対
立
的
な
反
地
域
的
な
存
在
で
は
な

い
が
、
か
と
い
っ
て
地
域
志
向
的
で
も
な
い
。
脱
地
域
、
脱
社
会



的
存
在
な
の
だ
。
こ
れ
は
七

0
年
代
の
時
代
精
神
が
浮
上
さ
せ
た

私
た
ち
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
馴
染
み
の
な
か
っ
た
新
し
い
光
景
で

あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
脱
家
族
的
、
脱
地
域
的
光
景
に
若
い
家
族
の
か
ら
だ
は
、

誘
蛾
灯
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
、
近
づ
い
て
行
く
。
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
そ
の
家
族
の
内
側
が
個
人
化
し
は
じ
め
た
こ
と

を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
家
族
か
ら
個
人
が
遊
離
・
浮
上
し
は

じ
め
た
の
だ
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
家
族
と
い
う
観
念

と
、
そ
の
観
念
の
元
に
結
び
つ
い
て
い
る
家
族
の
一
人
一
人
の
構

成
員
の
隙
聞
に
模
を
打
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
「
物
の
も
て
な
し
」
を
好
む
感
性
は
、
一
段
と
加
速

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
家
族
内
に
も
浸
透
し
、
そ
れ
が
い
ま
の

私
た
ち
の
家
族
と
家
族
関
係
を
不
思
議
な
孤
立
感
に
追
い
込
ん
で

い
る
。
ま
た
人
間
関
係
へ
の
淡
い
け
れ
ど
し
ぶ
と
い
飢
餓
感
が
家

族
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
の
は
、
こ
こ
に
主
な
理
由
が
あ
る
よ
う

に
も
お
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

家
族
に
関
す
る
文
献
五

O
冊

-
調
査
・
資
料
の
な
か
の
家
族

読
売
新
聞
社
婦
人
部
編
『
日
本
人
の
人
生
案
内
』
(
平
凡
社
)

~ 

家
庭
総
合
研
究
会
編
『
昭
和
家
庭
史
年
表
』
(
河
出
書
房
新
社
)

経
済
企
画
庁
編
『
国
民
生
活
白
書
』

経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
編
『
国
民
生
活
選
好
度
調
査
』

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
監
修
『
日
本
人
の
結
婚
と
出
産
』
(
第
九
次
出

産
力
調
査
一
九
八
七
年
)

同
『
独
身
青
年
の
結
婚
観
と
出
産
』

.
教
養
と
し
て
の
家
族

福
田
ア
ジ
オ
・
塚
本
学
編
『
家
・
親
族
の
生
活
文
化
』
(
吉
川
弘
文
館
)

石
川
栄
吉
、
峰
岸
純
夫
、
三
木
妙
子
編
『
家
と
女
性
』
(
三
省
堂
)

布
施
晶
子
、
玉
水
俊
哲
、
庄
司
洋
子
『
現
代
家
族
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
(
青

木
書
底
)

原
ひ
ろ
子
、
阿
部
護
也
他
『
家
族
』
(
藤
原
書
庖
)

上
野
千
鶴
子
、
山
田
太
一
他
編
『
講
座
変
貌
す
る
家
族
』
(
岩
波
書
庖
)

有
地
享
、
老
川
寛
編
『
離
婚
の
比
較
社
会
史
』
(
三
省
堂
)

E
・
ベ
ッ
ク
H

ゲ
ル
ン
ス
ハ
イ
ム
『
出
生
率
は
な
ぜ
下
が
っ
た
か
』
(
勤

草
書
房
)

南
博
編
『
近
代
庶
民
生
活
誌
「
赤
線
」
』
(
一
三
書
一
房
)

・
家
族
の
思
想
論

J

・
ド
ン
ズ
ロ
『
家
族
に
介
入
す
る
社
会
』
(
新
曜
社
)

米
沢
慧
『
事
件
と
し
て
の
住
居
』
(
大
和
書
房
)

横
川
寿
美
子
『
初
潮
と
い
う
切
札
』
(
宝
島
社
)

伊
藤
比
呂
美
『
家
族
ア
l
ト
』
(
岩
波
書
庖
)
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刈島町

-
胎
児
・
箆
生

吉
本
隆
明
『
ハ
イ
・
エ
デ
ィ
ッ
プ
ス
論
』
(
言
叢
社
)

三
木
成
夫
『
胎
児
の
世
界
』
(
中
央
公
論
社
)

D
-
チ
ェ
ン
パ
レ
ン
『
誕
生
を
記
憶
す
る
子
ど
も
た
ち
』
(
春
秋
社
)

春
秋
社
編
集
部
編
『
誕
生
の
記
憶
』
(
春
秋
社
)

B
・
ド
ゥ
l
デ
ン
『
胎
児
へ
の
ま
な
ざ
し
』
(
阿
畔
社
)

W
-
v
・
ラ
フ
ラ
l
H
エ
ン
ゲ
ル
『
胎
児
は
学
ぶ
』
(
大
修
館
書
庖
)

・
若
者

中
島
梓
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
症
候
群
』
(
筑
摩
書
房
)

町
沢
静
夫
『
成
熟
で
き
な
い
若
者
た
ち
』
(
講
談
社
)

成
沢
大
輔
、
古
橋
健
二
ほ
か
『
お
た
く
の
本
』
(
宝
島
社
)

.
子
供
問
題

s
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
他
『
少
女
セ
リ
1
の
告
発
』
〈
徳
間
書
底
)

B
・カ
l
フ
ェ
マ
ン
他
『
強
姦
す
る
父
』
(
未
来
社
〉

E
・
パ
ス
編
量
に
も
言
え
な
か
っ
た
』
〈
築
地
書
館
)

月
刊
「
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
」
編
『
子
育
て
ん
な
で
い
や
げ
』
(
草
主
文
化
)

崎
尾
英
子
『
か
よ
い
あ
い
た
い
心
た
ち
』
(
言
叢
社
)

J
-
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ

l
『
イ
ン
ナ
l
チ
ャ
イ
ル
ド
』
〈
日
本
放
送
出
版
協

会
)

飯
島
吉
晴
『
子
供
の
民
俗
学
』
(
新
曜
社
)

遠
丸
立
『
犯
罪
の
中
の
子
ど
も
』
(
現
代
書
館
〉

東
京
シ
ュ

l
レ
父
母
会
編
『
父
親
が
語
る
登
校
拒
否
』
(
現
代
企
画
室
)

A 

石
川
憲
彦
・
内
田
良
子
・
山
下
英
三
郎
編
『
子
ど
も
た
ち
が
語
る
登
校

拒
否
』
(
世
織
書
房
)

芹
沢
俊
介
『
現
代
〈
子
ど
も
〉
暴
力
論
』
(
大
和
董
一
房
)

芹
沢
俊
介
編
『
少
年
犯
罪
論
』
(
青
弓
社
)

下
村
哲
夫
『
児
童
の
権
利
条
約
』
(
時
事
通
信
社
)

.
か
ら
だ

松
井
洋
子
『
人
と
人
と
の
「
あ
い
だ
」
』
(
太
郎
次
郎
社
)

J
・
オ
ニ

1
ル
『
語
り
あ
う
身
体
』
(
紀
伊
国
屋
書
庖
〉

.死
葬
送
の
自
由
を
す
す
め
る
会
編
『
墓
か
ら
の
自
由
』
(
社
会
評
論
社
)

D
-
ハ
ン
フ
リ
l

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
エ
グ
ジ
ッ
ト
』
(
徳
間
書
庖
)

山
折
哲
雄
『
臨
死
の
思
想
』
〈
人
文
書
院
)

森
岡
正
博
『
脳
死
の
人
』
(
東
京
書
籍
)

-
性

桑
迫
昭
夫
・
朝
倉
喬
司
『
凝
視
録
』
(
現
代
書
館
)

M
・フ
1
コ
1
『
性
の
歴
史
』
(
新
潮
社
)

-23-

芹
沢
俊
介
(
せ
り
ざ
わ
・
し
ゅ
ん
す
け
〉

一
九
四
二
年
生
。
上
智
大
学
経
済
学
部
卒
。

現
在
文
芸
評
論
家

主
要
著
書
『
漂
流
へ

l
l芹
沢
俊
介
家
族
論
集
』
(
春
秋
社
)

『
現
代
〈
子
ど
も
〉
暴
力
論
』
(
大
和
書
房
)

『
他
界
と
遊
ぶ
子
供
た
ち
』
(
脅
弓
社
〉

『
「
ビ
ジ
ネ
ス
書
」
、
時
代
の
欲
望
』
(
時
事
適
信
社
)



『
脳
を
探
検
す
る
』
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

人
文
会
の
会
員
社
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
脳
を
探
検
す
る
」
と
銘
う
っ
て
、
脳
の
本

を
集
め
た
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
を
2
月
よ
り
全

国
の
大
型
書
店
で
開
催
し
た
。
現
在
、
最

前
線
の
科
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
人
間
の

未
知
の
部
分
で
あ
っ
た
脳
の
解
明
は
進
ん

で
お
り
、
一
般
の
人
々
へ
の
脳
の
関
心
は

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
N
H
K
で

は
「
驚
異
の
小
宇
宙
、
人
体
E

脳
と
心
」

を
放
映
中
で
、
こ
の
フ
ェ
ア
は
こ
う
し
た

機
運
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
人
文
会
の
十

一
社
に
有
力
出
版
社
四
社
の
参
加
に
よ

り
、
各
出
版
社
の
選
り
す
ぐ
っ
た
書
籍
A

セ
ッ
ト
H
四
十
点
二
百
冊
、

B
セ
ッ
ト
H

四
十
五
点
四
十
五
冊
を
揃
え
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
居
頭
用
に
養
老
孟
司
先

生
の
巻
頭
言
の
入
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

各
居
二
百
枚
、

P
O
P
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど

配
付
、
ま
た
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
脳
と
心
」
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
C
D
(三
十
人
)
テ
レ
フ
ォ

ン
カ
l
ド
(
五
十
人
)
養
老
孟
司
先
生
の

講
演
会
無
料
招
待
(
五
十
人
)
な
ど
こ
の

読
者
が
関
心
あ
り
そ
う
な
も
の
を
用
意
し

た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
取
次
庖
か
ら
も
熱
意

あ
る
ご
支
援
を
得
て
、
全
国
の
有
力
書
庖

か
ら
の
反
響
は
大
き
く
、
た
ち
ま
ち
一
三

『
脳
を
探
検
す
る
』
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
*
書
名
目
録

坂坂坂
野野野

登
『
脳
の
は
た
ら
き
と
子
ど
も
の
教
育
』
(
青
木
書
底
)

登
『
か
く
れ
た
左
利
き
と
右
脳
』
(
青
木
書
庖
)

登
『
無
意
識
の
脳
心
理
学
』
(
青
木
書
庖
)

梅
原
猛
編
『
「
脳
死
」
と
臓
器
移
植
』
(
朝
日
新
聞
社
)

河
合
隼
雄
『
中
年
ク
ラ
イ
シ
ス
』
(
朝
日
新
開
社
)

高
木
貞
敬
『
朝
日
選
書
訓
子
育
て
の
大
脳
生
理
学
』
(
朝
日
新
聞
社
)

~ 

六
庖
の
申
込
み
を
い
た
だ
き
、
予
定
し
た

セ
ッ
ト
は
満
数
に
達
す
る
こ
と
が
で
き

た。
実
施
さ
れ
た
参
加
居
か
ら
は
予
想
以
上

に
実
績
が
い
い
の
で
、
期
聞
を
延
長
す
る

と
の
う
れ
し
い
朗
報
が
続
々
と
届
い
て
い

る。参
加
出
版
社
、
人
文
会
会
員
社
青
木
書

庖
、
大
月
書
店
、
紀
伊
国
屋
書
居
、
春
秋

社
、
晶
文
社
、
誠
信
書
房
、
草
思
社
、
筑

摩
書
房
、
東
京
大
学
出
版
会
、
法
政
大
学

出
版
局
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

一
般
出
版
社
朝
日
新
聞
社
、
青
土
社
、

日
本
放
送
出
版
協
会
、
法
蔵
館

(
草
恩
社
小
林
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美
夫
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川、

小
出
五
郎
『
朝
日
選
書
凱
脳
蜘
グ
ラ
ム
の
宇
宙
』
〈
朝
日
新
聞
社
)

汐
見
稔
幸
『
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
超
早
期
教
育
』
(
大
月
書
庖
)

松
本
淳
治
『
「
寝
る
子
は
育
つ
」
を
科
学
す
る
』
(
大
月
書
庖
)

塚
原
仲
晃
『
脳
の
可
塑
性
と
記
憶
』
ハ
紀
伊
国
屋
書
底
)

朝
長
正
徳
『
脳
の
老
化
と
ぼ
け
』
(
紀
伊
国
屋
書
庖
)

水
野
肇
『
脳
死
と
臓
器
移
植
』
(
紀
伊
国
屋
書
庖
)

信
濃
毎
日
新
聞
社
編
『
脳
小
宇
宙
へ
の
旅
』
(
紀
伊
国
屋
書
庖
)

伊
藤
正
男
『
脳
と
心
を
考
え
る
』
(
紀
伊
闇
屋
書
庖
)

D
-
チ
ェ
ン
パ
レ
ン
『
誕
生
を
記
憶
す
る
子
ど
も
た
ち
』
(
春
秋
社
)

春
秋
社
編
集
部
編
『
誕
生
の
記
憶
』
(
春
秋
社
)

R
-
オ
1
ン
ス
タ
イ
ン
他
『
脳
っ
て
す
ご
い
/
絵
で
見
る
脳
の
科

学
』
(
草
恩
社
)

D
・
A
-
ト
レ
ッ
ト
7
7
1
ト
『
な
ぜ
か
れ
ら
は
天
才
的
能
力
を
示
す

の
か
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
の
驚
異
』
(
草
恩
社
)

D
&
c
・
マ
ウ
ラ
『
赤
ち
ゃ
ん
に
は
世
界
が
ど
う
見
え
る
か
』
(
草
思

社〉
D
-
ス
タ
ー
ン
『
も
し
、
赤
ち
ゃ
ん
が
日
記
を
書
い
た
ら
』
〈
草
思
社
)

0
・
サ
ッ
ク
ス
『
妻
を
帽
子
と
ま
ち
が
え
た
男
』
〈
晶
文
社
)

0
・
サ
ッ
ク
ス
『
レ
ナ
l
ド
の
朝
』
(
晶
文
社
〉

s
・
シ
ャ
ラ
I
『
言
葉
の
な
い
世
界
に
生
き
た
男
』
(
晶
文
社
)

A
-
パ
ッ
ド
リ
l

『
記
憶
力
そ
の
し
く
み
と
は
た
ら
き
』
(
誠
信
書

房
)

跡、

北
米
神
経
科
学
協
会
編
『
脳
の
し
く
み
と
健
康
』
(
誠
信
書
房
)

掘
忠
雄
他
編
『
悩
と
心
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
即
』
(
誠
信
書
房
)

R
・
ス
ペ
リ
l

『
融
合
す
る
心
と
脳
科
学
と
価
値
観
の
優
先
順
位
』

(
誠
信
重
一
房
)

多
国
富
雄
『
免
疫
の
意
味
論
』
(
青
土
社
)

養
老
孟
司
『
唯
脳
論
』
(
青
土
社
)

養
老
孟
司
『
解
剖
学
教
室
へ
ょ
う
こ
そ
』
(
筑
摩
書
房
)

養
老
孟
司
『
か
ら
だ
の
見
方
』
(
筑
摩
書
房
〉

養
老
孟
司
『
ヒ
ト
の
見
方
』
(
筑
摩
書
房
)

平
野
龍
一
他
『
脳
と
心
』
(
-
墓
尽
大
学
出
版
会
)

J・

C
-
エ
ッ
ク
ル
ス
『
脳
の
進
化
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

山

鳥

重

『
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
雌
脳
か
ら
み
た
心
』

(
N
H
K
出
版
)

N
H
K
取
材
班
『
N
H
K
驚
異
の
小
宇
宙
人
体
E

脳
と
心
①
』

(
N
H
K
出
版
)

N
H
K
取
材
班
『
N
H
K
驚
異
の
小
字
宙
人
体
E

脳
と
心
②
』

(
N
H
K
出
版
)

w
・
ベ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
『
脳
と
心
の
正
体
』
〈
法
政
大
学
出
版
局
)

養
老
孟
司
『
カ
ミ
と
ヒ
ト
の
解
剖
学
』
(
法
蔵
館
〉

M
・
S
-
ガ
ザ
ニ
ガ
『
二
つ
の
脳
と
一
つ
の
心
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
)



一
九
九
三
年

人
文
会
各
社
の
受
賞
図
書
一
覧
(
ア
イ
ウ
エ
オ
順
)

-
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞

鐸
木
昌
之
著
「
北
朝
鮮
」
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
梓
会
出
版
文
化
賞

「
も
の
と
人
間
の
文
化
史
」
「
叢
書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
」
(
法
政
大
学
出
版
局
)

.
伊
藤
整
文
学
賞

上
聞
晴
治
著
「
十
勝
平
野
」
(
上
下
)
(
筑
摩
書
房
)

.
愛
媛
出
版
文
化
賞

藤
本
餓
雄
著
「
『
明
治
期
』
の
別
子
そ
し
て
住
友
」
(
御
茶
の
水
書
房
)

.
大
平
正
芳
記
念
賞

中
兼
和
海
次
著
「
中
国
経
済
論
」
(
墓
尽
大
学
出
版
会
)

.
菊
池
寛
賞

秦
郁
彦
著
「
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
」
他
(
東
京
穴
晶
子
出

版
会
)

-
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
学
術
奨
励
賞

小
檎
山
ル
イ
著
「
ア
メ
リ
カ
婦
人
宣
教
師
」
〈
東
京
大
学
出
版
会
)

.
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞

林
望
著
「
林
望
の
イ
ギ
リ
ス
観
察
辞
典
」
(
平
凡
社
)

.
交
通
図
書
賞

児
玉
幸
多
編
「
日
本
交
通
史
」
(
吉
川
弘
文
館
)

.
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞

赤
根
谷
逮
雄
著
「
日
本
の
ガ
ッ
ト
加
入
問
題
」
(
東
京
大
学
出
版
会
)

岩
井
克
人
著
「
貨
幣
論
」
〈
筑
摩
書
房
)

岡
崎
哲
二
著
「
日
本
の
工
業
化
と
鉄
鋼
産
業
」
(
東
京
大
学
出
版
会
〉

/内

木
下
直
之
著
「
美
術
と
い
う
見
世
物
」
(
平
凡
社
)

杉
田
英
明
著
「
事
物
の
声
絵
画
の
詩
」
(
平
凡
社
)

高
山
博
著
「
-
中
世
地
中
海
世
界
と
シ
チ
リ
ア
王
国
」
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
渋
沢
・
ク
ロ

1
デ
ル
賞

栗
田
啓
子
著
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
(
東
京
大
学
出
版
会
)

月
村
辰
雄
著
「
恋
の
文
学
誌
」
(
筑
摩
章
一
房
)

-
女
性
史
青
山
な
を
賞

小
檎
山
ル
イ
著
「
ア
メ
リ
カ
婦
人
宣
教
師
」
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
造
本
装
麟
コ
ン
ク
ー
ル

国
立
史
料
館
編
「
江
戸
時
代
の
紙
幣
」
(
東
京
大
学
出
版
会
)

林
逮
夫
・
久
野
収
著
「
思
想
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
l
」
(
平
凡
社
)

.
東
京
海
上
各
務
記
念
財
団
優
秀
著
書
賞

中
西
徹
著
「
ス
ラ
ム
の
経
済
学
」
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
中
村
元
賞

前
川
輝
久
著
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ

l
パ
!
と
イ
ン
ド
」
(
未
来
社
)

.
中
山
M
A
S基
金
賞

古
川
久
敬
著
「
構
造
こ
わ
し
」
(
誠
信
書
房
)

.
日
刊
工
業
新
聞
技
術
・
科
学
図
書
文
化
賞

神
沼
二
真
著
「
ハ
イ
テ
ク
と
日
本
の
未
来
」
(
紀
伊
国
屋
書
庖
)

.
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞

栗
田
啓
子
箸
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
(
東
京
大
蛍
白
版
会
)

森
川
英
正
「

N
K回
〉
叶
m
d」
(
東
京
大
学
出
版
会
)

・
日
仏
翻
訳
文
学
賞

阿
部
良
雄
訳
「
ボ
l
ド
レ
l
ル
全
集
」
(
筑
摩
書
房
)

.
日
本
数
買
付
政
学
会
奨
励
研
究
賞

~、
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『
人
文
書
の
す
す
め
』

本
書
『
人
文
書
の
す
す
め
』
は
、
人
文

書
を
主
に
刊
行
し
て
い
る
出
版
社
の
集
ま

り
お
社
で
構
成
す
る
人
文
会
の
創
立
邸
周

年
を
記
念
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
す
。
前

回
の
却
周
年
記
念
『
人
文
科
学
の
現
在
』

の
出
版
か
ら
、
早
い
も
の
で
5
年
が
経
過

し
、
そ
の
問
、
人
文
書
は
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
人
文
書
は
根
強

い
読
者
に
支
持
さ
れ
な
が
ら
も
、
売
れ
行

き
面
か
ら
見
ま
す
と
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
読
者
・
図

書
館
と
書
庖
の
皆
さ
ん
と
の
橋
渡
し
が
で

き
て
、
人
文
書
の
売
れ
行
き
の
活
性
化
が

で
き
れ
ば
と
願
い
つ
つ
の
刊
行
と
な
り
ま

し
た
。本

書
は
2
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
1
部
は
人
文
科
学
を
専
攻
さ
れ
る
大
学

の
著
名
な
先
生
方
を
中
心
に
小
論
文
と
そ

れ
に
関
連
す
る
文
献
を
掲
載
し
て
お
り
、

利
用
の
仕
方

却
名
が
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
掲
載
し
ま

し
た
小
論
文
は
「
人
に
は
ど
れ
だ
け
の
知

識
が
い
る
か
」
加
藤
尚
武
、
「
近
代
思
想
と

の
格
闘
」
浜
田
義
文
、
「
自
己
発
見
の
心
理

学
」
大
村
政
男
、
「
宗
教
に
と
ま
ど
う
若
者

文
化
」
大
村
英
昭
、
「
今
、
な
ぜ
歴
史
学

か
」
姫
田
光
義
、
「
都
市
論
の
現
在
」
陣
内

秀
信
な
ど
思
想
・
心
理
・
宗
教
・
歴
史
・

社
会
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
自
分
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
知
り
た

い
と
考
え
る
読
者
は
大
村
政
男
先
生
の
小

論
文
を
読
み
、
そ
し
て
参
考
文
献
に
性
格

を
知
る
、
自
己
発
見
の
た
め
の
セ
オ

リ
ー
、
自
己
を
知
る
た
め
の
セ
ラ
ピ
l
テ

ク
ニ
ッ
ク
、
自
己
発
見
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
と
丁
寧
に
分
類
さ
れ
た
参
考
図
書

を
読
む
こ
と
で
新
た
な
自
己
発
見
の
旅
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
2
部
は
、
人
文
会
特
約
書
庖
様
の
ご

刻、

誠
信
書
房

演

地

正

憲

協
力
を
得
て
、
今
後
3
年
か
ら
5
年
間
は

売
れ
行
き
良
好
と
思
わ
れ
、
か
つ
人
文
書

の
棚
を
形
成
す
る
上
で
核
と
な
る
も
の
を

と
い
う
基
準
で
哲
学
・
思
想
、
心
理
、
宗

教
、
歴
史
、
社
会
、
教
育
、
批
評
・
評
論

の
7
分
野
田
分
類
に
し
た
基
本
図
書
リ
ス

ト
3
1
0
0
点
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

現
代
は
情
報
過
多
、
氾
濫
の
時
代
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
第
1
部
の
論
文
で
加
藤

尚
武
先
生
は
「
無
限
の
情
報
を
有
限
化
す

る
必
要
が
あ
る
」
「
目
的
に
応
じ
て
自
由

に
変
化
す
る
情
報
を
持
つ
べ
き
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
第
2
部
で
〈
批
評
・
評
論
〉

の
新
分
野
を
設
け
た
の
も
同
じ
考
え
方

で
、
並
べ
方
を
変
え
る
こ
と
で
新
し
い
島

が
出
現
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
は
い
い
な
が
ら
も
、
現
在
流
通
し
て
い

る
人
文
書
と
い
わ
れ
る
も
の
は
約
3
万
点

か
ら
4
万
点
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

-28-

r棚、



こ
そ
、

1
点
1
点
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

や
出
版
意
義
に
基
づ
い
て
刊
行
さ
れ
た
も

の
だ
と
考
え
ま
す
と
、
そ
の
中
か
ら
基
本

図
書
と
い
う
べ
き
書
籍
を
選
定
す
る
こ
と

は
非
常
な
困
難
さ
が
生
じ
ま
し
た
が
、
現

時
点
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
い
う
割
り
切
り

方
で
決
定
し
て
い
っ
た
次
第
で
す
。

ま
た
、
分
類
に
し
ま
し
で
も
図
書
館
さ

ん
が
さ
れ
て
い
る
日
本
十
進
分
類
法
に
基

づ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て

検
索
す
る
の
に
は
不
便
か
と
思
い
ま
す
が

少
し
で
も
検
索
し
や
す
い
よ
う
に
と
今
回

か
ら
I
S
B
N
コ
l
ド
を
付
し
ま
し
た
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
本
書
の
編
集
に

~、

は
お
周
年
記
念
編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

6
名
が
携
わ
り
、
約
叩
数
回
の
編
集
会
議

を
行
い
ま
し
た
。
何
回
目
か
の
会
議
の
時

な
ど
長
時
間
に
わ
た
り
、
そ
の
聞
に
台
風

が
段
々
激
し
く
な
り
、
会
議
が
終
わ
る
頃

に
は
御
茶
の
水
駅
の
線
路
下
は
陥
没
す
る

し
、
地
下
鉄
は
冠
水
す
る
と
い
う
状
態
で

メ
ン
バ
ー
は
や
っ
と
の
思
い
で
帰
宅
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
の
刊

行
と
な
り
ま
し
た
。

本
書
を
刊
行
後
、
書
店
さ
ん
で
は
、
読

者
に
供
し
よ
う
と
基
本
図
書
の
全
点
を
在

庫
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
相
に
揃
え
ら
れ
た

り
、
ま
た
一
般
読
者
の
方
や
図
書
館
さ
ん

1""'¥ 

か
ら
多
数
の
ご
注
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
図
書
館

情
報
大
学
か
ら
採
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
ご

注
文
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
授
業
で

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
は
知
る
由
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
図
書
館
人
を
育
成
す
る
大

学
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
出
版
者
冥
利
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

本
書
を
様
々
な
形
で
お
読
み
い
た
だ

き
、
ご
利
用
を
い
た
だ
き
た
い
も
の
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
「
本
を
選
ぷ
」
(
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
-
ア
ド
・
サ
ー
ビ

ス
)
h
m
m
よ
り
転
載
〕

人
文
書
の
す
す
め

今
、
話
題
の
人
文
科
学
に
お
け
る
テ
!

?
、
人
の
知
識
、
自
己
発
見
、
認
知
科

学
、
宗
教
と
若
者
、
中
世
史
、
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
、
戦
争
と
平
和
、
都
市
論
、
学

校
と
教
育
な

E
に
つ
い
て
、
第
一
線
で

活
掘
す
る
初
名
が
執
筆
す
る
。
さ
ら
に

分
野
別
基
本
図
書
三
一

O
O点
を
収
載
。

A
5
判
堅
一
口
頁
二
八

O
O円
{
税
金
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人文会会員名簿

(干111 台東区蔵前2-6-4 筑摩書房内) 1994. 4.現在

社 名担当者干 所在地 電話 FAX

幹 事 青木書唐古川 清 162 新宿区早稲田鍋巻町538 3202-3999 3204-1187 

幹 事 大月書底原因敦雄 113 文京区本郷2-11-9 3813-4651 3813-4656 

御茶の水書房平石 修 113 文京区本郷5-30--20. 5684-0751 5684--0753 

紀 伊園 屋書底尼子英二 156 世田谷区桜丘5-38-1 3439-0128 3439--3955 

~ 動草書房氏 家 富 男 112 文京区後楽2-23-15 3814-6861 3814-6854 

社会思想社清水 博 113 文京区本郷3-25-13

中銀本郷3丁目ピル 3813-8105 3813-9061 

春 秋 社鈴木龍太郎 101 千代田区外神田2ー18-6 3255-9611 3253-1384 

晶 文 社高 洲 隆 男 101 千代田区外神田2-1-12 3255-4501 3255-4506 

誠信書房積 地 正 憲 112 文京区大塚3-20-6 3946-5666 3945--8880 
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田杉橋

屋

洲

高

土

高

木

田

石

地

鈴

吉

平

漬

山

林

田

光

丸

小

管

重

水

谷

家

子

清

西

氏

尼

0

0

0

0

 

園

田

部

川

福

原

阿

市
。。。。

会

会

会

会

員

員

員

委

員

委
修

委

価

委

研

舘

売

報

白

書

飯

弘

調

図

-30一



~ 

⑨
社
会
学
界
白
総
力
を
結
集
し
て
完
成
し
た
本
格
的
文
辞
典

新
社
会
学
辞
典

車代表

-
E
9
9
1
2お
定
価
ニ

O
穴
O
O円

森
岡
清
美

塩

原

勉

靖

E事
の
共
通
寓
居
の
豊
と
震
の
密
事
他
富
ざ
す

E
z
d
骨
量
と
化
、
新
し
い
理
鏑
形
成
や
隣
鐘
分
野
と
の
交
流

本
間
康
平
場
増
進
展
等
に
よ
っ
て
捉
え
に
く
く
な
っ
た
現
代
社
会
君
主
体

曹
唱
払
聞
き
出
し
、
A

ヲ
後
の
研
究
た
め
の
共
通
の
基
盤
在
提
供
す
る
。

⑨
総
収
録
項
目

F
E
E
S
4色
、
『
，
、

4
2
、E
h》
E
t
f

4
約
六
O
O
O

件
北
浦
寄
り
錦
町
認
諾
誤
話
語
社

⑨
執
筆
者
総
数
会
史
、
社
会
統
針
学
等
に
つ
い
て
は
十
分
に
配
慮
し
、
項
目
の
選
択
と
叙

ー
五
二
二
名
述
在
行
な
っ
た
。
記
号
鶴
、
現
象
学
、
蝿
遺
主
襲
等
の
用
語
も
採
録
し
た
。

有斐問書籍甥
e
 -u
 e
 

'・且a
 

T
 

V
d
 

a
 

G
 

名もなき人々の街
ゲイ・タリーズ=著/沢田博=限

グイ・タリーズ杭愛する60年代ニ
ューヨークを見つめる……ノンフ
ィクション・ショートストーリー

[4-250-93041-6]・￥ 1545'

ニューヨークCパートII]

ザ・ブリッジ
ニューヨークレtート皿]

有名と無名
青木書底

戸除、

大
和
朝
廷
と
東
ア
ジ
ア

鬼
頭
清
明
著
倭
玉
摘
、
大
和
朝
廷
、
律
令
国
家
へ
と
た
ど
る
国
家

の
形
成
過
程
を
、
東
ア
ジ
ア
を
舞
台
に
鮮
明
に
描
〈
。
二
三

O
O円

鎌
倉
時
代
そ
の
光
と
影

上
積
手
雅
敬
箸
多
〈
の
謎
に
つ
つ
ま
れ
た
鎌
倉
時
代
。
公
武
関

係
を
中
心
に
史
実
の
べ

l
ル
を
剥
ぎ
、
実
像
に
迫
る
。
=
八
八
回
円

あ
り
が
と
う
ジ
ヨ
ッ
ト
都
以
旅

石
鍋
真
澄
著
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
に
い
た
る
イ
タ
リ
ア

美
術
の
主
要
テ

l
?を
平
易
に
解
説
し
た
入
門
書
.
四
三

O
O同

⑨
〈
崩
渡
し
た
社
会
主
義
〉
は
何
だ
っ
た
の
か
?

社
会
主
義
積
装
壊
の

シ
ス
テ
ム
の
挫
折

吉川弘文館
東京都文京区本郷7-2・電03-38大月書庖寵ZZ諮訴以



現
代
市
民
社
会
と
企
業
国
家

平

困

清

明

山

田

鋭

夫

加

藤

哲

郎

黒

沢

惟

昭

伊

藤

正

純

著

企
業
主
義
的
社
会
国
家
自
日
本
は
い
か
な
る
問
題
を
、
内
包
し
て

い
る
の
か
。
世
界
に
お
け
る
日
本
国
家
、
企
業
主
義
の
構
造
、
過

労

死

の

実

態

な

ど

か

ら

接

近

分

析

。

定

価

2
5
7
5
円

評
論
集
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に

水

田

洋

著

『
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
』
と
は
批
判
の
な
い
文
章
が
評
論
の
名
の
も
と

に
横
行
し
て
い
る
社
会
状
況
へ
の
プ
ロ
子
ス
ト
と
断
ず
る
思
想
史

研
究
者
に
よ
る
「
世
界
」
「
旅
」
「
本
」
を
中
心
に
収
録
し
た
最

新

評

論

集

。

定

価

2
6
7
8
円

治

望

m

F

待一
T

3
1
す
円

M
回
齢
制
叡

Z

，，

女
序
が
棚

田
識
川

制
由
思
誌

寸
知
州
エ
文

状
認

榊
司
代
性

判

U
世
女

4
、
，
新
の

富島美子

女がうつるおZA議
表象や知のシステム自体の「ヒス
テリー」をあば<0 3090円干380

匡
コ

7
m

E
Z司
司
も
〒

翻

-H制
問

逸
眉
眠
を
舗

麗

ア

。

劃

ヨ

ジ

品

小

-
J
7一間

接

1

ら
点

盛
ペ
d
'
h
d
鬼

朝
ミ

d

恥
明

大

戸

抑

止

御茶の水書房
氷点・文)j([;氏本郷5-30-20ft5684-0751 

蔦森樹

男でもなく女でもなく
女性性にひかれるなら実践せよ/
女装哲学を説く。 2刷/2678円干310

*定価は税込/振替東京5・175253

Z悲喜勤草書房需縦

~ 

「
小
説
の
よ
う
に
』
読
め
る
、

最
良
の
ラ
力
ン
入
門
書
。

過Z
Yγω 

i主主
翼季ち
節で

ひ
と
り
の
作
家
が
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ラ
カ
ン
と
の

凶
年
に
わ
た
る
分
析
経
験
を
物
語
る
。
臨
床

実
践
に
関
す
る
貴
重
な
証
言
V
2
4
0
0
円

社会思想社

こ告臓器
情処!.~ tJ{ 
報分メヨ弘ム主主
撃をすr客

i?と堅
議放霊
円32当主棒

長ぬ2
=勿竹 R
己選出羽
自主字妥

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
山
上
正
太
郎

《
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
ゆ
く
て
》
・
一
八
O
O円

ト
司
、
司
判
，
，
.
コ
コ
口
の
時
代
の
光
と
影

1
J
E
E
U
Z
E
 

露
・
木
ま
さ
ひ
ろ
マ
ス
コ
ミ
で
大
評
判
・
二
八
O
O円

F眠、

;
み

い
円
込

=
ヨ
ぉ
税

4

・4LF
R
U
命
」
'

劃
諮

問
回
目
崎
鴨
志

E
椙

田

駒

田
園
唯
蛍

i
H
(
 

僻
調

紀
拡出

劃東京都文京区本郷3-25-13 干113
電話03-3813-8101振替東京6-71812



〆時¥

庭
園
に
死
す

・
野
田
正
彰
庭
閣
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
浄
土
が
見
え

て
く
る
。
東
西
の
名
園
を
訪
ね
、
「
造
景
」
す
る
精
神
を
比
較
文

化
論
の
目
で
捉
え
た
、
フ
ォ
ト
・
エ
ッ
セ
イ
。

3
9
1
4
円

木.-r
の酉'目、

若宮包
中一.
に/:
日松.
本久冒Z
文朋，旬、
化琳ザ♂コ..宮司t且精ム I~

iF全の
~棟-

17宇ヒ
雪詰ー
も和孟~
I の TJ
i大〈
r 仏幸斤
? 師装

白だ想

紙でできたタイムマシン

幕末
写真の時代
小沢健志[編]

挑むようなまなざしの肖像、宿場町

のにぎわい、軒を並べる露庖、衝撃

的な事件の現場…。日本が最も活気

に満ちた時代・幕末を再現する貴重

な写罰日日点。朝日新聞書評で反響。

関連書と並べて「幕末」コーナーを/

A4変型判 312頁税込定価9800円 砂定価は消費税込み

束2211Hi春秋社EJl鉛筑摩書房副諸問書蔵相-6-4

~ 

重あ草思社

僕
は
八
路
軍
の

少
年
兵
だ
っ
た
山
口
童
文

中
国
人
兵
士
の
中
に
-
人
身
を
置
き
解
放
戦
を
戦
っ

た
日
本
人
の
波
欄
万
丈
の
記
録
定
価

1
8
0
0
円

イ
ギ
リ
ス
の
あ
る

女
中
の
生
涯
シ
ル
例
区
討

女
中
奉
公
に
出
て
懸
命
に
働
い
た
あ
る
少
女
の
半
生

記
。
庶
民
の
生
活
を
克
明
に
綴
る
。
定
価
1
8
0
0
円

a斗

色
川
大
吉
著

ヒ
サ
秀
一
谷
四
六
判
・
ニ
四
七
一
百
(
税
込
)
凶

j
ネ
i
毛

会

加

「
明
治
」
と
い
う
時
代
と
民
衆
意
識
と
の
間
に
あ
っ
て
苦
闘
し
つ
づ
け
史
子

た
思
想
家
、
北
村
透
谷
。
本
書
は
、
そ
の
出
発
点
を
奏
合
研
究
に
お
く
向

m
J

歴
史
家
が
一
気
に
書
き
下
ろ
し
た
海
身
の
透
谷
論
で
あ
る
。
出
旧

小

林

康

夫

・

船

曳

建

夫

編

学

わ

知
の
技
法

A
5
判
・
一
五

J1(税
込
)
~
抑
制

東
京
大
学
教
養
学
部
「
基
礎
演
習
」
テ
キ
ス

Zγ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
が
進
む
東
京
大
学
教
養
学
部
で
、
一
九
九
三
年
度
斗
罪
吹

か
ら
文
系
一
年
生
の
必
修
科
目
と
し
て
開
設
さ
れ
た
ゼ
ミ
形
式
の
「
基
暗

護

軍

国

」

の

テ

キ

ス

ト

。

酢

加

干150東京都渋谷区神宮前4-26-26電話回(3470)郎防



⑧日本評論社
事表示価格"税込み

題 ! i富i!震とi i 
会卓 主ィ、社事の 委

のーとい 生/ かき

つiEに?の萄
き型[jJ 受昌人 広

のあ
品、zi吋福!号新Ri 
，::方ァ祉

Jレe! '
」き
ロる

1854円 3300円 2000円

東京都豊島区南大爆3-10-10 TEL.03・3987-8621販売

zm二
1

近
代
世
界
を
剥
ぐ

唄
踊
一
l

一
慶
松
渉
西
欧
近
代
の
特
異
性
を
歴
史
的
に
検
証
。

町
一
間
一
蜘
一

5
ラ
1
ム
神
話
と
牝
午
告
と

の
-
岡
山
一
間
一
小
沓
涯
之
宗
教
抗
争
に
揺
れ
る
イ
ン
ド
の
釆
来
は
0
・

Mm
一川

=u近
代
の
今
目
的
位
相

h
M
一
下
「
」
回
ロ
富
久
治
ギ
デ
ン
ズ
理
論
に
立
ち
、
現
在
を
計
測
。

U

一一回誇ヨリヨ
9

~ 

平凡社思議諮品代EE35昂55

最新刊ー争法政大学出版局
〈表示価格は税込〉

、ヘ
鴎

心現金
理代震
と青語
病年
理の

A
5
判
/
定
価
七

0
0
0円

社
会
的
相
互
作
用
の

中
で
の
青
年
の
発
達

の
諸
相
お
よ
び
そ
の

病
理
構
造
を
採
る
。

丈高
_n:極

主茎~握

長の編
素術望h

か人~
ら問主ヨF号
社形...品
会成量生フ
学に'1:..L.定

昨今雪
解すご=x
明役 e弓竺 δ
。割で事一円

好評重版圃園田

ミ
ラ
|
/
池
田
栄
一
訳
:
:
:
:
・
:
i
l
i
-
-
三
七
O
八
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
ア
メ
リ
カ
人

デ
ユ
ル
/
一
藤
代
幸
一
・
津
山
拓
也
訳
:
:
:
五
九
七
四
円

秘
め
ご
と
の
文
犯
史

デ
ュ
ル
/
藤
代
幸
一
・
三
谷
尚
子
訳
l
l・
-
四
四
二
九
円

裸
体
と
は
じ
ら
い
の
文
化
史

八
リ
ス
ン
/
小
林
祐
子
訳
:
:
・
:
i
l
i
-
-・
二
九
八
七
円

台
所
の
文
化
史

八
リ
ス
ン
/
工
藤
政
司
訳
:
:
:
:
:
:
:
:
・
・
二

O
六
O
円

買
い
物
の
社
会
史F町、

東京・文京福村出版電話 ω3)
小石川1-3 *定価は税込* 3813-3981 

干162東京都新宿区市谷田町2-14-1
1"03-5228-6271振替・東京6-95日14

非

売

品

1994年4月20日 発 行 年4回 発行第69号

発行所人文会筑摩書房内

〒111 東京都古東区蔵前 2-6-4


